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投資的経費 ％は に7.4
歳出 、行財政改革 本旨 念頭 一般行政

経費 一層 節減 努 、財政 健全化 確保 配慮
、総合振興計画 具現化 向 事業 導入
、魅力 地域社会 形成 進 、多

様化 各種事務事業 対応 図 。
民生費 主 、本格的 制度 開始 後期高

齢者医療費 介護保険特別会計繰出金、児童手当支給事
業費 、福祉 ー 保育園 経費 。公
債費 、臨時財政対策債 過疎対策事業債 町債
元金及 利子 支払 関 経費 。教育費 主

、校舎耐震設計及 体育館新築工事設計業務 行
小川中学校施設整備費 、小・中学校 運営 生

涯学習 関 経費 。総務費 主 、 ー
事業特別会計繰出金 進入路等

整備 行 定住促進団地整備事業費
、戸籍、税務 町 運営 全般

的 経費 。 、衛生費 、予
防接種 健康診断、 処理 経費、
土木費 、道路 住宅 経費、消防
費 、消防 火災予防 経費、農林水産
業費 、農業委員会 農林業 振興
、 肉加工施設事業費 。
歳出 性質別内訳 、建設事業費
投資的経費 人件費 物件費 消

費的経費、公債費 他 経費
分 。投資的経

費 、 億 万円 、構成比
％、消費的経費 、 億 万円 、
構成比 ％ 。 、

他 経費 、 億 万円 、
構成比 ％ 。

については の を に
の の に め の の に し

ながらも の に けて を す
ることとし ある の を めるため

する の を ることとしました
の なものは に が する
や
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は や の
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か イノシシ などです
の は など

の と や などの
などのその の の

つに けることができます
は で は

は で
は となりました また

その の は で
は となっています
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自主財源 全体予算 ％は の に40.1
歳入 構成 、大 分 自主財源（町税 使

用料、手数料 町独自 ） 依存財源（地

方交付税、国・県支出金、町 借金 町債等）

分 。

自主財源 、財産収入 微増 、町

主力財源 町税 、負担金 使用料 減少傾向

、財政調整基金、地域振興基金等 基金 充当

。

、依存財源 、地方交付税 「生活防衛

緊急対策」 基 地域雇用創出推進費 加算 増

額 、県支出金 中山間地域総合整備事業 大

減額 。町債 、充当事業 厳選

務 、将来 財政負担 支障 少 過疎対策事業債、合併

特例債 活用 、財源補 臨時財政対

策債 、増額計上 。

一般会計予算 財源別 見 、自主財源 、 億

万円 、構成比 ％ 。自主財源

中心 町税 、 億 万円 歳入全体

％ 。 、依存財源 億 万円 、

構成比 、 ％ 。依存財源 核 地

方交付税 、 億 万円 歳入全体 ％ 占

。

の については きく けて や
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平成 年度予算 主要施策２１ の （一般会計）
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○街 環境整備事業 千円

○町道新設改良事業 千円

○地方道路交付金事業 千円

○予防接種対策事業 千円

○老人措置費 千円

○障害者福祉 ー 事業 千円

○ 医療費助成事業 千円

○小学校施設整備事業 千円

○中学校施設整備事業 千円

○国際交流事業 千円

○農地・水・環境保全向上対策事業 千円

○県単農業農村整備事業 千円

○ 千円

○ 肉加工施設運営［新規］ 千円

○定住促進団地整備事業［新規］ 千円

○緊急雇用創出特別交付金事業〔新規〕 千円

○ 尿処理対策事業 千円

○ 収集対策事業 千円

○協働 推進事業 千円

○地域高度情報化推進事業 千円

○自然・環境 共生推進事業 千円
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中山間地域総合整備事業（南部地区）

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
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（単位：千円・％）

一 般 会 計

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
ー 事業

農 業 集 落 排 水 事 業
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業

計
上 水 道（支出計）
東部簡易水道（支出計）

計
総 計

（単位：円）

なかがわ

ケ ブルテレビ

21 10４

一般会計・特別会計・企業会計予算額

町民 人当 目的別 予算額

財政用語 説明

（前年 比較）

（平成 年 月 日現在人口 人）

との

項 目
会計区分 平成 年度 平成 年度 比較増減 対前年度比率

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 予備費

合 計

財政用語 説 明

自 主 財 源

依 存 財 源

地 方 交 付 税

過疎対策事業債

合 併 特 例 債

臨時財政対策債

目 的 別 歳 出
性 質 別 歳 出

投 資 的 経 費

消 費 的 経 費

物 件 費
扶 助 費
公 債 費

他 経費

21 20

7,390,000 7,610,000 220,000 2.9
2,004,000 2,052,000 48,000 2.3

5,000 169,000 164,000 97.0
172,500 175,500 3,000 1.7

1,160,000 1,110,000 50,000 4.5
350,000 1,727,000 1,377,000 79.7
46,000 47,000 1,000 2.1
165,000 168,000 3,000 1.8
329,000 317,000 12,000 3.8

4,231,500 5,765,500 1,534,000 26.6
269,444 262,106 7,338 2.8
103,181 92,059 11,122 12.1
372,625 354,165 18,460 5.2

11,994,125 13,729,665 1,735,540 12.6

5,468 51,692 84,908 35,668 16,570 12,568

34,429 20,501 53,086 1 61,356 255
376,502

△ △
△ △
△ △
△ △

△ △
△ △
△ △

△ △

△ △

企
業
会
計

1 たりの の は

の

21 19,6283 1

町 自主的 収入 財源 、町税、分担金及 負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附
金、繰入金、繰越金、諸収入

国 県 基準 基 交付 、割 当 町 収入。地方交付税、地方譲与税、国
庫支出金、県支出金、地方債

国税 所得税、法人税、酒税、消費税及 税 一定割合 地方公共団体 等 事務 遂
行 一定 基準 国 交付 税

過疎地域自立促進計画 基 実施 建設事業 充 起債 、元利償還金 割 交
付税措置 有利 起債

合併後 市町村 一体性 速 確立、均衡 発展及 施設 統合等 建設事業 充
起債 、元利償還金 割 交付税措置 有利 起債

町 財政不足 補 、特例的 認 地方債。従来 財源不足 補
交付税 町 配分 、平成 年度 町 直接借 入 方式 切 替

、 元利償還金 後年度交付税措置 、 交付税 肩代 言

経費 行政目的別、 仕事 内容 分類

経費 経済的性質 分類

支出 効果 資本形成 向 、施設等 将来 残 支出 経費。
道路、橋 、公園、学校 建設 大規模修繕

人件費、扶助費、物件費、維持修繕費、負担金補助及 交付金等 、 経費 支出効果 年度
限 又 極 短期的 終 、後年度 形 残 性質 経費

消耗品費 委託料 他 性質 属 消費的 経費

各種医療費助成 児童手当 支払 経費

町 借 入 地方債 元金及 利子 支払 経費

公債費、積立金、投資及 出資金、貸付金、繰出金

が に できる のことで び
など

や の に づき されたり り てられたりする の
など

のうち びたばこ の を が しく を
できるよう の で が する

に づき される に てられる であり の が
される な

の の の やかな ある び の のための に てる
であり の が される な

の を てんするため に められる はこの を てんするため
として に されてきたが からは が り れる に り えられた

もので この は され いわば の わりと えるもの

を つまり の によって したもの

を によって したもの

その の が に けられ がストックとして に るものに される
りょう などの や など

び で その の がその
り は めて に わるものをいい に を さない の

や など の に さない な

や などとして われる

が り れた の び の いのための

び など

7

7

13

その の
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平
成

年
度
町
青
少

年
海
外
体
験
学
習
、

月

日

日

日
間、
米
国

村

訪

問

。

生
徒

人（

馬
頭
中

人、

小
川
中

人、

烏
山
女
子
高

人）

訪
問
団
、

村
滞
在

日
間

家
族

過

、

家
庭

学
校
生
活

肌

感

。

驚

感
動

日
々

写
真

生
徒

感
想

紹
介

。

20
12

23

12
12

は

か
ら

ま

で
の

ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

な
ど
を

し
ま
し
た

の

は

ホ

ス
ヘ
ッ

ズ

で
の

を
ホ

ム
ス
テ
イ

と

ご
し

ア
メ
リ
カ

の

や

を

で

じ
て
き
ま
し
た

き
と

の

を

や

の

を
と
お
し
て
ご

し

ま
す

36

4
2

7
ー

ー

ー

平成 年度 青少年海外体験学習派遣事業日程表20

～ ～Youth Overseas Study Program 2008- 09 School Year

月 日 地 名 日 程

（木）
山村開発 ー発
成田発

山村開発 ー ⇒ 成田空港

ー ー 空港 ⇒ ・

（金）

ー

（土） ー 過 ・ ー ー

（日） ー 過 ・ 作 体験・ 交流会

（月） ー 一緒 登下校・授業参加、 ー

（火）
西部歴史博物館見学、 工芸体験

ー 博物館見学

（水） ー 一緒 登下校・授業参加

（木） ー見学、 ー

（金）
ー
ー ー

ー 村 ⇒ ー ー 市
⇒ ー 試合見学

（土）
ー ー

ー ー 市内見学

（日） ー ー 空港発

（月）
羽田着
山村開発 ー着

羽田空港 ⇒ 山村開発 ー

3/12

JFK

3/13

3/14

3/15

3/16

3/17

3/18

3/19

3/20
NBA

3/21

3/22 JFK

3/23

センタ
センタ

ニュ ヨ ク ホテル ホリディ イン

ホ スヘッズ

ホストファミリ と ごす ウェルカムパ ティ

ホストファミリ と ごす ピザ り ボウリング

ホストファミリ と に スポ ツナイト

ロックウェル ハンズオンガラス
コ ニングガラス

ホストファミリ と に

サイエンスセンタ ありがとうパ ティ

ホ スヘッズ
ニュ ヨ ク

ホ スヘッズ ニュ ヨ ク
ラディソンホテル バスケットボ ル

ニュ ヨ ク
ニュ ヨ ク

ニュ ヨ ク

センタ
センタ

ホテル ホ スヘッズ ホ ムステイファミリ と⇒ ー 村到着 ⇒ ー ー 対面

ウェルカムパ ティ の の つのケ キは で ばれ の を していますー ー 風景。手前 ー 橋 結 、両町村 友好 表 。2
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荒
川
真
由
香（

馬
頭
中）

、

小
松

伶
衣（

小
川
中）

、

島
村
華
奈

（

小
川
中）

、

白
相
有
加（

小
川

中）

、

高
瀬

（

小
川
中）

、

田
代
佳
孝（

馬
頭
中）

、

深
澤
永

里
香（

馬
頭
中）

、

星
美
輝（

馬

頭
中）

、

益
子
滉
司（

馬
頭
中）

、

矢
内
杏（

馬
頭
中）

、

佐
藤
真
弓

（
烏
山
女
子
高）

、

小
泉
茜（

烏

山
女
子
高）

、
平
澤
貴
子（

団
長）

、

（

事

務
局）

、

大
金
典
彦（

事
務
局）

なかがわ

み
な
み

ケ
ビ
ン

ブ
ラ
ッ
ク
バ

ン

21 10４

海
外
研
修
派
遣
団
員（

敬
称
略）

ー

荒
川
真
由
香

小
松
伶
衣

島
村
華
奈

白
相
有
加

さん

さん

さん

さん

（

馬
頭）

馬
頭
中

年

（

三
輪）

小
川
中

年

（

小
川）

小
川
中

年
（

三
輪）

小
川
中

年

2

2

2

2

私

訪
問
団
、

月

日

日

、

村

行

。
初

会

人

家

泊

、
初

、

不
安

。

、

人
々

優

、

不
安

吹

飛

。

私

今
回

貴
重

体
験

。

体

験

生
活

将
来

役
立

思

。

最
後

私

受

入

皆

。

、
全

迫
力

。
特

村

大

。

日
本

違

、

私

毎
日

刺
激
的

。

私

一
番
楽

Ｎ
Ｂ
Ａ

試
合
、

想
像

以
上

、

試
合

合
間

楽

。

先

、

日
本
食

作

食

。

好

焼

餅

作

、

日
本
食

紹
介

思

。

体
験
、

充
実

研
修

本
当

良

。

日
間

忘

思

出

。

最
初

夜

「

早

会

！」

気
持

。

一
番
印
象

残

、

。

店

立

並

場
所

母

連

行

。

私

何

箱

中

入

感

。

、

同

年

話
題

盛

上

。

別

悲

、

連
絡

取

合

会

行

。

村

行
、

皆

感
謝

。

私

世
話

、

。

、

楽

家
族

。

印
象

残

、

学
校

行

、

家

日
本
食

作

食

。

学
校

人

話

、

日
本
語

、

楽

過

。

日
本

違

学

。

家

、

好

焼

粉
餅

作

。

粉
餅

不
評

、

好

焼

喜

食

。

今
回

貴
重

体
験

、

感
謝

。

た
ち

は

か
ら

に
か
け
て

ア
メ
リ
カ
の
ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

で
ホ

ム
ス
テ
イ
を

い
ま
し
た

め
て

う

の

に

ま
る
の
で

め
は

と
て
も

で
し
た

で
も

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

の

は
と
て
も

し
く
て

そ

ん
な

も
す
ぐ
に

き

ん
で
し
ま
い
ま
し
た

は

の
ホ

ム
ス
テ
イ
で

な

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
の

を
こ
れ
か
ら
の

や

に

て
て
い
き
た
い
と

い
ま
す

に

た
ち

を

け

れ
て
く
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

の

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
は

て
の
も
の
に

が
あ
り
ま
し
た

に
ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ

ル
も
ス

パ

も
と
て
も

き
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た

と
の

い
も
た
く
さ
ん
あ
り

に
と
っ
て
は

が

で
し
た

が

し
み
に

し
て
い
た

の

は

し
て
い
た

に
す
ば
ら
し
く

の

の

シ
ョ

も
と
て
も

し
か
っ
た
で
す

ホ

ム
ス
テ
イ

で
は

を

っ
て

べ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す

お

み

き
や
お

を

り
ま
し
た
が

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

を

で
き
た
ら
よ
か
っ
た
と

い
ま
し
た

い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を

し

し
た

が
で
き
て

に

か
っ
た
で
す

ア
メ
リ
カ
で
の

は
と
て
も

れ
ら
れ
な
い

い

に
な
り
ま
し
た

の

ホ
テ
ル
の

は

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

に

く

い
た
い

と
い
う

ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た

ホ

ム
ス
テ
イ
で

に

っ
て
い
る
の
は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

す

か
わ
い
い
お

が

ち

ぶ

に
お

さ
ん
が

れ
て

っ
て
く
れ
ま
し
た

は

だ
か
お
も
ち
ゃ

の

に

っ
た
よ
う
に

じ
ま
し
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

の
ニ
コ

ル
と
は

い

な
ら
で
は
の

で
と
て
も

り

が
り
ま
し
た

れ
は

し
か
っ
た
け
れ
ど

こ
れ
か
ら
も

を

り

っ
て
ま

た

い
に

き
た
い
で
す

ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

に

き

ホ

ム
ス
テ
イ
が
で
き
た
こ

と
を

さ
ん
に

し
た
い
で
す

が
ホ

ム
ス
テ
イ
で
お

に
な
っ
た
の
は

ミ
ッ
カ

ン
フ
ァ
ミ
リ

で
す

と
て
も
ユ

モ
ア
あ
ふ
れ
る

し
い

で
し
た

ホ

ム
ス
テ
イ
で

に

っ

て
い
る
こ
と
は

に

っ
た
こ
と
と

で

を

っ
て

べ
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
す

で
は
い
ろ
い
ろ
な

が

し
か
け
て
く
れ
た
り

で
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
た
り
と

と
て
も

し
く

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

と
の

い

も
た
く
さ
ん

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た

で
は

お

み

き
と
き
な

を

り
ま
し
た

き
な

は

で
し
た
が

お

み

き
は
み
ん
な
が

ん
で

べ
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す

は

な

を
さ
せ
て
い
た
だ
き

と
て
も

し
て
い
ま
す

３

13

20

12

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー

ーー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ ででででででででででででででででででででででででででののののののののののののののののののののののののののピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガララララララララララララララララララララララララララスススススススススススススススススススススススススス

屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋 作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作 体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
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高
瀬

田
代
佳
孝

深
澤
永
里
香

星

美
輝

み
な
み
さん

さん

さん

さん

（

谷
田）

小
川
中

年

（

谷
川）

馬
頭
中

年

馬
頭
中

年
（

馬
頭）

馬
頭
中

年

2

2

2

2

私
、

研
修

参
加

、

感
謝

。

経
験

中
、

文
化

習
慣

違

知

。

、

国

笑
顔

感
謝

心

大
切

改

感

。

村

、

先

仕
事
場

空
港

見
学

、

消
防
服

着
、

消
防
車

夜

滑
走
路

走

、

印
象
的

忘

思

出

。

、

経
験
、「

家

庭

一
番
大
切

」

再
確
認

。

僕

村

行

貴
重

体
験

。

村

着

、

疲

、

。

方
々

優

迎

、

疲

和

。

家

気

遣

、

毎
日
服

洗

、

他

色
々

。

人

風
呂

、

浴
、

食

物

日
本

違

。

最
後
、

行

人

感
謝

忘

。

私

体
験

学

。

一

、

日
本

文
化

違

。

日
本

食

前

「
」

言

、

文
句

無

食

始

。

、
英
語

学

。

人

話

、

自
然

英
語

身

、

単
語

言
葉

覚

。

本
当

貴
重

体
験

。

、

私
達

受

入

皆

。

私

行

日
本

違

学

。

入

、

日
本

無

雰
囲
気

。

車

乗

運
転
手

左

私

右

乗

。

私

運
転

変

感

。

学
校

授
業
時
間

短

。

授
業
中

普
通

菓
子

食

。

約

週
間

居

、

良

知

。

皆

、

私

受

入

本
当

。

は

こ
の

に

で
き
た
こ
と
を

と
て
も

し
て
い
ま
す

さ
ま
ざ
ま

な

の

で

や

の

い
を

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

そ
し
て

ど
こ

の

で
も

と

の

が
と
て
も

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を

め
て

じ
ま

し
たホ

ス
ヘ
ッ
ズ

で
は

ホ

ム
ス
テ
イ

の
マ
マ
の

で
あ
る

の

を
さ
せ
て
も
ら
い

を

て

で

の

を

っ
た
こ
と
が

と

て
も

で

れ
ら
れ
な
い

い

と
な
り
ま
し
た

ま
た

こ
の

で

が

だ

と
い
う
こ
と
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

は
ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

へ

っ
て

な

を
た
く
さ
ん
し
て
き
ま
し
た

に

く
ま
で
は

と
て
も

れ
て
い
て

み
ん
な
ぐ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た

で
も
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ

の

は
と
て
も

し
く

え
て
く
れ
て

れ
も
か
な
り

ら
ぎ
ま

し
た

で
も
と
て
も

を

っ
て
く
れ
て

を

っ
て
く
れ
た
り

に
も

な
こ
と
を
し
て
く
れ
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
の

は

で
は
な
く

シ
ャ
ワ

を

び

べ

な
ど

と
の

い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

に

ア
メ
リ
カ

に

け
る
よ
う
に
サ
ポ

ト
し
て
く
れ
た

た
ち
に

を

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す

は
こ
の

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

び
ま
し
た

つ
め
は

と
ア
メ
リ

カ
の

の

い
で
す

で
は

べ
る

に

い
た
だ
き
ま
す

と

う
の
に

ア
メ
リ
カ
で
は
そ
う
い
う
き
ま
り

が

い
の
で

べ

め
る
の
に
ち
ょ
っ
と
と
ま

ど
っ
た
り
し
ま
し
た

ま
た

も

び
ま
し
た

ア
メ
リ
カ

と

し
て
い
る
と

と

が

に
つ
い
て
き
て

た
く
さ
ん
の

や

を

え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た

に

な

が
で
き
ま
し
た

そ
し
て

を

け

れ
て
く
れ

て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

の

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

は
ア
メ
リ
カ
に

っ
て

と
は

う
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

び
ま
し
た

ア
メ

リ
カ
に

っ
た
と
た
ん

に
は

い

で
し
た

に

っ
た

は

で

は

に

り
ま
し
た

が

し
て
い
る
み
た
い
で

な

じ
で
し
た

は

が

か
っ
た
で
す

も

に
お

を

べ
た
り
し
て
い
ま
し

た

ア
メ
リ
カ
は

し
か

な
か
っ
た
け
ど

ア
メ
リ
カ
の

い
と
こ
ろ
を
た

く
さ
ん

り
ま
し
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

の

さ
ん

た
ち
を

け

れ
て
い
た

だ
い
て

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ー

ー

ー
ー

ー

ー

ー

ー
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大
山
田
下
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益
子
滉
司

矢
内

杏

佐
藤
真
弓

小
泉

茜

さん

さん

さん

さん

（

馬
頭）

馬
頭
中

年

馬
頭
中

年

（

馬
頭）

烏
山
女
子
高

年
（

小
川）

烏
山
女
子
高

年

2

2

2

2

僕

村

行

感
想

。

今
回

交

流

一
番
良

、

。

理
由
、

僕
達

対

、

客

家
族

一
員

面
倒

見

。

一

家
族

思

。

最
後
、

貴
重

体
験

楽

交
流

良

思

。

今
回

訪
問

私

色
々

学

。
特

家
族

、

文
化

違

学

。
私

行

家

親
切

、

村

紹
介

。
買

物

連

行

、

楽

。

他

作

、

学
校

行

。

学
校

授
業
中

菓
子

食

。

日
本

無

良

。

楽

過

。

皆

、

私

受

入

本
当

。

海
外
体
験

中

一
番
初

日
本

違

感

。

街
並

日
本

比

家

多
、

食

物

飲

物

大

驚

。

、

中

最

日
本

違

思

学

校

。

日
間

行

、

高
校

日
本

大
学

思

。

、

少

不
安

、

家

族

優

、

楽

過

。

体
験

通

文
化

理
解

。

生
活

活

。

私
、

日
間

文
化

直
接
自
分

目

見

、

、

体
験

。

日
本

異

、

驚

。

私

、

強

感

、

親
切

。

知

人

何

「

？」「

大
丈
夫
？」

心
配

声

。

私

風
、

助

合

、

、

国
際
交
流

深

思

。

の
ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

へ

っ
て
の

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

で
も

の

で

か
っ
た
こ
と
は

ホ

ム
ス
テ
イ
を
し
た
こ
と
で
す

そ
の

は

ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

の

に

し
て
の
や
さ
し
さ

と
し
て
で
は
な
く

の

と
し
て

を

て
く
れ
た
こ
と
が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ま
る
で
も
う

つ

の

が
で
き
た
よ
う
に

い
ま
し
た

に

い
ろ
い
ろ

な

や

し
い

が
た
く
さ
ん
で
き
て
す
ご
く

か
っ
た
な
と

い
ま
し
た

の

で

た
ち
は

な
こ
と
を

び
ま
し
た

に

の
あ
た
た
か
さ

の

い
を

び
ま
し
た

が

っ
た

で
は
と
て
も

に
し
て
く
れ
て

ホ

ス
ヘ
ッ
ズ

を
た
く
さ
ん

し
て
く
れ
ま
し
た

い

や
ス
ケ

ト
に

れ
て

っ

て
も
ら
い

と
て
も

し
か
っ
た
で
す

に
も
ピ
ザ
を

っ
た
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し

た
り

に
も

き
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
の

で
は

に
お

を

べ
た

り
し
て
い
ま
し
た

に
は

い

い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

と
て
も

し
く

ご
せ
ま
し
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

の

さ
ん

た
ち
を

け

れ
て
く

れ
て

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

の

で

め
に
ア
メ
リ
カ
と

の

い
を

じ
ま
し
た

ア
メ
リ

カ
の

み
は

と

べ
て
か
わ
い
い

が

く

べ

や

み

は
と
て
も

き
く
て

き
ま
し
た

そ
し
て

そ
の

で
も

も

と

う
な
と

っ
た
の
は

で
す

し
か

か
な
か
っ
た
け
れ
ど

ア
メ
リ
カ
の

は

の

み

た
い
だ
な
と

い
ま
し
た

ホ

ム
ス
テ
イ
で
は

し

も
あ
っ
た
け
れ
ど

が
と
て
も

し
く
し
て
く
れ
て

し
く

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
の

を

し
て
ア
メ
リ
カ
の

を
た
く
さ
ん

で
き
ま
し
た

こ
れ
か
ら
の

に

か
し
て
い
き
た
い
で
す

は

こ
の

で
ア
メ
リ
カ
の

を

の

で

る
こ
と
が
で
き

ま
た

さ
ま
ざ
ま
な

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

と
は

な
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て

と
て
も

き
ま
し
た

が
ア
メ
リ
カ
に
い
て

く

じ
た
こ
と
は

み
ん
な
が
と
て
も

だ
と
い
う

こ
と
で
す

ら
な
い

で
も

か
あ
る
と
す
ぐ

ど
う
し
た
の

と

し
て

を
か
け
て
く
れ
ま
し
た

は
こ
ん
な

に

み
ん
な
で

け

い
な

が
ら

こ
れ
か
ら
も

を

め
て
い
け
た
ら
よ
い
と

い
ま
し
た
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あああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりががががががががががががががががががががががががががととととととととととととととととととととととととととううううううううううううううううううううううううううパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ ででででででででででででででででででででででででででアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトララララララララララララララララララララララララララククククククククククククククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンをををををををををををををををををををををををををを ししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露



10広報 平成 年 月 日なかがわ 21 10４

那
珂
川
町

定
額
給
付
金
事
業

概
要

の

の

振 込 予定表

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振

込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

り み

のののののののののののののののののののののののののの

りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

締 切 日

振込予定日
銀行以

外 金融機関
希望 方

銀行
希望 方

め り

ゆうちょ
の を
する

ゆうちょ を
する

第 回

第 回

第 回

第 回

第 回

第 回

第 回

第 回

第 回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4 4 3 4

4 4 5

5 5 1 5

6 8 5 6

6 6 5 7 7

7 7 7 8 7

8 8 6 9 7

9 9 7

9

月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日

月 日 月 日

10 22

28 13 13

18 27

15 17

29

29

26

30 3 10

30 10 21

基
準
日（

平
成

年

月

日）

現
在、

那
珂
川
町

住
民

基
本
台
帳

記
載

方
及

、

外
国
人
登
録

一
定

方給
付
金

人

万

千
円

。

、

歳
以
下（

平
成

年

月

日
以
降
生

）

人
及

歳
以
上（

昭
和

年

月

日
以
前
生

）

人

万
円

。

那
珂
川
町

所
得
制
限

。

口
座
振

込

。

世
帯
主

口
座

一
括

、

家
族
全
員
分

給
付
金

振

込

。

平
成

年

月

日

平

成

年

月

日

①

月
下
旬

送
付

「

定

額
給
付
金
申
請
書」

必
要
事

項

記
入、

押
印

上、

返
信

用
封
筒

役
場
総
務
課

返
信

（

役
場
窓
口

持
参

）

。

②
受
付
処
理
後、

口
座
振

込

手
続

、

振

込

予
定
表

振

込

。

・
申
請
書

記
載
漏

等

不

備

、

振

込

遅

場
合

。

・
申
請
書

記
載

確
認

、

役
場

電
話

、

手
数
料

取

、

Ａ
Ｔ
Ｍ

操
作

。

振

込

詐
欺

十
分

注
意

。

日
程

申
請
状
況、

金
融
機

関

状
況

変
更

場

合

。

、

金
融
機
関

振

込

発
生

、

再
振

込

週
間
程

度

、

振

込

遅

場
合

。

※
詳

、

総
務
課
定
額
給

付
金
担
当（

）

、

問

合

。

21

18
65

19

21

30

21

30

２

１

１

１

２

２

２

２

２

２
２

３

９

３

２

０
２
８
７－

９

２－

１
１
１
５

の

に

の
あ
る

び

が
あ
る

の

は

で
すた

だ
し

ま
れ

の

び

ま
れ

の

は

で
す

で
は

は

し
ま
せ
ん

り

み
で
す

の

に

し
て

の

を

り

み
ま
す

か
ら

ま
で

に

し
た

に

を

の

に
て

ま
で

ご

く
だ
さ
い

へ

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
んり

み

き
を
し
て

り

み

の
と
お
り

り

み
と

な
り
ま
す

に

れ

の

が
あ
る
と

り

み
が

れ
る

が
あ
り
ま
す

に

の

の
た

め

か
ら

す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が

を

ら
れ
た
り

を

し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん

り

み

に

ご

く
だ
さ
い

は

の

に
よ
り

す
る

が
あ
り
ま
す

ま
た

に
お
い
て

り

み
エ
ラ

が

す
る

と

り

み
に

か
か
り

り

み
が

れ

る

が
あ
り
ま
す

し
く
は

ま
で

お

い

わ
せ
く
だ
さ
い

※
注
意
事
項

ー

こ
の
た
び

で
の

の

に

し

の

に

す
る
こ
と
を

と
し
て

を

す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

そ
の

に
つ
い
て

の
と
お
り
お

ら
せ
し
ま
す

、

景
気
後
退
下

住
民

不
安

対
処
、

地
域

経
済
対
策

資

目
的

、

定
額
給
付
金

給
付

。

概
要

、

次

知

。
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定額給付金 、総務課定額給付金担当

子育 支援特別手当 、

健康福祉課社会福祉係

生
年
月
日

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日

子

、

第

子
以

降

子

対
象

。

※
第

子

判
定
、

歳
以
下

子

中

年
齢
順

第

子、

第

子

数

。

※
対
象

子

第

子

別
居

、

同

人

扶
養

確

認

、

申
請

際

医

療
保
険

被
保
険
者
証

写

必
要

。

対
象

子

人

万

千
円
、

同
居

世
帯
主

支
給

。

手
当

受
給

、

対
象

子

同
居

世
帯

主
、

住
所
地

市
町
村

申
請

必
要

。

申
請

期
限

月

日

。

世
帯
主

口
座

振

込

。

馬
頭
本
庁
舎
健
康
福

祉
課
社
会
福
祉
係

小
川
庁
舎
総
合
窓
口
課
福
祉
係

なかがわ

は

て は

が

か
ら

ま
で

の

ど
も
で
あ
っ
て

の

ど
も
が

と
な
り
ま
す

の

は

の

ど
も
の

か
ら

に

と

え
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す

と
な
る

ど
も
と

が

し
て
い
る
と
き
は

じ

に

さ
れ
て
い
る
こ
と
を

し
ま
す
の
で

の

に

の

の

し
な

ど
が

と
な
り
ま
す

と
な
る

ど
も

あ
た

り

を

し
て
い

る

に

し
ま
す

の

に
は

と
な

る

ど
も
と

し
て
い
る

が

の

に

を
す
る

が
あ
り
ま
す

は

で
す

の

に

り

み
と

な
り
ま
す

21 10

0287 92 1115

0287 92 1119

14

17

18

30

４

－ －

－ －

４

２

４

１
２

２

１

２

１

１

３

６

９

０
２
８
７－

９
２－

１
１
１
９

０
２
８
７－

９
６－

２
１
１
１

子
育

応
援
特
別
手
当

支
給

て

が

さ
れ
ま
す

定額給付金 給付 「振 込 詐欺」
「個人情報 詐取」 注意 ！

の をよそおった り み や
の にご ください

・市町村 総務省 ＡＴＭ（銀行・ 現
金自動預 払 機） 操作 願 絶対

。
・ＡＴＭ 自分 操作 、他人 金 振 込

絶対 。
・市町村 総務省 「定額給付金」 給付 、
手数料 振 込 求 事 絶対 。

や などが コンビニなどの
け い の をお いすることは にあ

りません
を で して からお を り んでも

らうことは にできません
や などが の のために
などの り みを める は にありません

子育 応援特別手当 申請 同様 。て の においても です

問 合

対
象

子

手
当

額

申
請

手
続

支
給
方
法

申
請
窓
口

子
育

応
援
特
別
手
当
、

国

生
活
対
策

一
環

、

多
子
世
帯

幼
児
教
育
期

負
担

配
慮

観
点

、

今
年
度
限

措
置

幼
児
教
育
期

第

子
以
降

子

人

万

千
円

支
給

。

詳

次

。

い わせ

と
な
る

ど
も

のの

き

て

は

に
お
け
る

の

と
し
て

の

の

に

す
る

か
ら

り

の

と
し
て

の

の

ど
も

あ
た
り

を

し
ま
す

し
く
は

の
と
お
り
で
す

申
請

受
給

流

か
ら

ま
で
の

れ

不備 、電話 問 合
。

があるときは にて い わせ
をすることがあります

受
給

受
給
者

役
場

給
付
決
定
・
口
座
振
込

役
場

受
付
・
書
類
審
査

申
請
書
類
返
送

受
給
者

申
請
書
記
入

受
給
者

（

必
要
書
類
添
付）

申
請
書
類
受

取

受
給
者

役
場

申
請
書
類
送
付

郵
送（

同
封

返
信
用
封
筒

）

郵
送（

月
下
旬）

の

に
て

け

り
３

2

1

3

6



12広報 平成 年 月 日

①
今

使

電
話

機

音
声
告
知
放
送
受
信
機（

以

下
音
声
告
知
機）

後
部

『
』

差
込
口

接
続

。
②
Ｓ
Ｔ
Ｂ

付
属

電

話
線

使

、

今

使

電
話
機

接
続

壁

等

電
話
線
接
続
口

音
声
告
知

機
後
部

『

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ』

表
示

差
込
口

接
続

。

※

壁
等

電
話
線
接
続
口

音

声
告
知
機

設
置
場
所

離

場
合

、

別
途

電
話
線

配
線

必
要

、

宅
内
配
線
業
者

工
事

依
頼

。（

有
料）

、

音
声
告
知
機

新

式
電
話
機

接
続

、

加
入
者
間
無
料
電
話

専
用
機

使
用

可
能

、

緊
急
通
報（

）

一
般

電
話

、

停
電
時

使

等、

専
用
機

使
用

場
合

、

注
意
点

。

①『

受
話
器

発
信
音

』

次

接
続

電

話
機

可
能
性

。

・

、

連
動

機
種

・
保
留
転
送
可
能

複
数
台

電

話
機

有
線

接
続

機
種

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
機

一
部

・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
用
機
種

一
部

・
電
話
線

接
続

芯

機
種

一
部

・
緊
急
通
報
装
置

他

接
続

場
合

・
総
務
省

規
格

適
合

電
話
機（

海
外

製
品

一
部

玩
具
等）

前
述

注
意
点

考
慮

、

新

式
電
話
機

接
続

、

加
入
者
間
無
料
電
話

専
用

機

使
用

。

②『

呼

出

音

、

』

相
手
方

音
声
告
知
機

電
話

機

接
続

場
合

殆

、

相
手
方

電
話

機
接
続

有
無

確
認

。

なかがわ

ま
で
お

い
の

を

の

に
あ
る

マ

ク
の

に

し
ま
す

に

し
て
あ
る

を

っ
て

ま
で
お

い

の

が

し
て
あ
っ
た

の

と

の

の

に

し
ま
す

の

と

の

が

れ
て

い
る

に
は

に

の

が

と
な
り
ま
す
の
で

に

を

し

て
く
だ
さ
い

な
お

に

た
な

ボ
タ
ン

を

し
て

の

と

し
て

す
る
こ
と
も

で
す

が

や

や

の

に
つ
な
が
ら

な
い

に

え
な
い

と
し
て

す
る

に

は

い
く
つ
か
の

が
あ
り

ま
す

を
は
ず
し
て

も

が
し
な
い

の
よ
う
な

で
き
な
い

の

が
あ
り
ま
す

ホ

ム
テ
レ
フ
ォ
ン
や
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ォ
ン

ド
ア
フ
ォ
ン

な
ど
の

な

の

が

で

さ
れ
て
い

る

の

の

の

プ
ラ
グ
が

の

の

な
ど
の

の
シ

ス
テ
ム
と

し
て
あ
る

の

に

し
て
い

な
い

メ

カ

の

や

の

に

し
て

た
な
ボ
タ
ン

を

し

の

と
し
て

す
る

び

し

は
す
る
が

つ
な
が
ら
な
い

の

に

が

さ
れ
て
い
な
い

が

ど
で
す
の
で

に

の

を

し
て
く
だ

さ
い

21 10４

１
１
０

１
１

９

４

今 ＣＴＢ 高度情報化推進室 行 業務 、

一括

行 。

■担 当 管理通信係 加入申込、 ー 、

ＩＰ電話、ＣＳ放送、使用料等

関

放送技術係 自主放送、文字放送、音声告知

放送等 関

■所在地 那珂川町馬頭

旧 放送 ー

■連絡先 ＮＴＴ

加入者無料電話

又

ＦＡＸ

■

管理通信係

放送技術係

まで と で っていた は

して

で います

インタ ネット

に すること

に すること

センタ

からは

からは

は

ケ ブルテレビ センター 放送 ー

116- 5

( CTB )

92 1121

3 92 1121

3 92 1108

92 3089

E mail

－

－ －

－ －

－

－

－ －

－ －

tv kanri@town.tochigi nakagawa.lg.jp

tv housou@town.tochigi nakagawa.lg.jp

Ｑ

加
入
者
間
無
料
電
話

接

続
方
法

。

Ｑ

加
入
者
間
無
料
電
話

。

【

対
応】

1

2

の

が
わ
か
ら
な
い

が
つ

な
が
ら
な
い

Ａ

Ａ

1

2

ー

ー

ー

ー

端
末
機
器

使

方

対

Ｑ
＆
Ａ（

）

加
入
者
間
無
料
電
話

の

い

に

す
る

そ
の
２

音声告知放送受信機 後部の



13 広報 平成 年 月 日

高
度
化
事
業

平
成

年

放
送

終
了

備

、

町
内
全
域

行

政
情
報

発
信

災
害

緊
急
連

絡
放
送

、

自
宅

居

行
政

受

基
盤

整
備

、

平
成

年
度

年
度

年
間、

「

施
設
整
備
事

業」

取

組

。

事
業

災
害
時

緊
急
放
送

行
政
情
報

始

、

農
業、

教
育、

福
祉

多
方
面

情
報

受
発
信

行

。

総
事
業
費

約

億

万

円。

国
・
県
補
助
金

億
、

万
円、

合
併
特

例
債

億
、

万
円、

一
般
財
源

億
、

万

円。

情
報
通
信
技
術

活
用
、

地
域
高
度
情
報
化

目
指

。

竣
工
式
及

記
念

内
容

左
記

。

なかがわ

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

は

の
ア
ナ
ロ
グ

の

に

え
て

で

の

や

の

な
ど

に

な
が
ら

サ

ビ
ス
が

け
ら
れ
る
よ

う

を

す
る
た
め

か
ら

の

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

と
し
て

り

ん
で
き
ま
し

た
こ
の

に
よ
り

に
お

け
る

や

を

め

と
い
っ

た

で
の

の

が

え
ま
す

は

そ
の
う
ち

が

が

が

こ
の

を
フ
ル

に

し

の

ま
ち
づ
く
り
を

し
ま
す

び

イ
ベ
ン
ト
の

は

の
と
お
り
で
す

21 10

23

18

20

26

12

11

４

３

６
０
０

３

９
０
０

１

３
０
０

２

５

４
０
０

ケ ブルテレビー 高度化事業竣工式
月日
場所
内容

受付時間
出場方法

合格発表
日程

放送予定日

4 25 10

4 25 10
30

10

12 10
12 40
12 45 11 20
13 25
13 30 21 30
14 10
14 40 9
15

5 31 12 30

7 1 8
7 5 7
7 9 10

月 日（土）午前 時
小川総合福祉 ー ー
式典 ・ 放送開始 ー

・ ＩＰ電話記念通話
記念演奏「 太鼓」

月 日（土）午前 時～受付開始
当日受付 先着 名
※ 、 名 町内在住者 優先 。
当日 予選会 審査 行 、発表 。
時 予選会開始（№ ～№ ）
時 分 審査員 講評
時 分 予選会開始（№ ～№ ）
時 分 審査員 講評
時 分 予選会開始（№ ～№ ）
時 分 歌謡歌手 ー
時 分 審査結果発表（ 名）
時 予選会終了

※本番収録 月 日（日） 時 分、
行 。

本 放 送 月 日（水）午後 時
再 放 送 月 日（日）午後 時
再々放送 月 日（木）午後 時

※当日 式典及 「 王様」出張予選会 様子 ー
生中継 。

センタ あじさいホ ル
デジタル セレモニ
テレビ
まほろばこども

の
ただし は を とする
の で を い する

からの

からの

ゲスト ステ ジ

は とちぎテレビで
われます

の び うたの の をケ ブル
テレビで します

記念
イベント とちぎテレビ うたの「 王様」出張予選会

1

「 王様」司会うたの じんのすけ

ー
ー

ー 平
成

年
度

町

進

高
度
化
事
業

工
事

完
成

月

日、

竣
工
式

小
川
総
合
福
祉

開
催

。

竣
工
式

記
念

、

「

王

様」

出
張
予
選
会

行

。

18

25

か
ら

で

め
て
き
た
ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ

の

が

し

が

セ
ン
タ

あ
じ
さ

い
ホ

ル
で

さ
れ
ま
す

こ
の

の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ

う
た
の

が

わ
れ
ま
す

ー

ー

ー

4

地
域
高
度
情
報
化

目
指
の

ま
ち
づ
く
り
を

し
て



14広報 平成 年 月 日

月

日

市
町

権
限

移
譲

、

屋
外
広
告
物
許
可

申
請

窓
口

県
土
木
事
務
所

市
町

変
更

。

屋
外
広
告
物

設
置

皆

次

留
意
、

屋

外
広
告
物
法
令

遵
守

引

続

理
解、

協
力

願

。

県

許
可

市
町

引

継

。

県

許
可

期
間

終
了

、

改

市

町

申
請

必
要

。

月

日
以
降

申
請
窓
口

、

現
行

変

。

広
告
主

広
告

物

表
示

設
置

関

工
事

請

負
、

県
内（

宇
都
宮
市

除

）

屋
外
広
告
物

設
置

場
合
、

栃
木
県

屋
外
広

告
業
者
登
録

必
要

。

平
成

年

月

日
以
降

屋

外
広
告
物
許
可
申
請
及

屋
外
広

告
業
者
登
録

次

。

那
珂
川
町
役
場
建
設
課

栃
木
県
烏
山
土
木
事
務
所

栃
木
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

納
税

公
平

税
収

確
保

図

、

月

月

「

市
町
村
税
滞
納

滅
月
間」

、

栃
木
県

協
働

、

全
県
下
一
斉

滞
納
税

滅

取

組

。

昨
年
度

、

三
位
一
体

改

革

国

補
助

負
担

金

削
減

、

分

住
民

税（

地
方
税）

移

替

。
、

財
源

税
源

移
譲

、

住
民
税

収
納

率

低

、

町

歳
入

少

（

※
納
税

者

皆

、

基
本
的

住
民

税

増

分、

所
得
税

減
）

。
、

町

予
算

占

町
税

割
合
、
大

意
味

。

税

収

確
保

場
合、

予
定

事
業

行

、

必
要

住
民

提
供

支
障

。

、

町
民

皆

一
人

以
上

重
要

役
割

担

。

国

、

納
税
者

皆

自
分

町

支

。

町
、

自
主
的

納
税

期
待

。

期
限

過

納
付

場
合
、

財
産

滞

納
処
分（

差

押

・
公
売

）

。

差

押

財
産

調
査

、

滞

納
者

方

住
居

事
業
所

捜

索、

自
動
車
差

押

。

滞
納
処
分

、

皆

自
主

的

納
税

願

。

町

税
収
確
保

向
、

次

取

組

行

。町
税

納
期
限
内

納

困
難

方

相
談

受

付

。

納
期
限

過

納
付

方

対
、

督
促
状
・
催
告
書

等

送
付、

電
話
催
告、

自
宅
訪

問、

勤
務
先
訪
問

行

。

滞
納
者

財
産

、

官

公
署、

金
融
機
関、

保
険
会
社、

通
信
機
関
等

対

調
査

行

。

滞
納
者

給
与

差
押

、

勤
務
先

対

給
与

調
査

行

。
不
動
産
・
預

貯
金

生
命
保
険、
給
与

、

自
動
車

差

押

行

。

差

押

後

納
付

場
合、

差

押

財
産

公

売
・
取

立

行

。

税
務
課
管
理
収
税
係

なかがわ

か
ら

へ
の

に
よ
り

の

が

か

ら

に

と
な
り
ま
し
た

を

す
る

さ

ま
に
は

の
こ
と
に

し

の

に
つ
い
て

き

き
ご

ご

を
お

い
し
ま
す

の

が

に

き

が

れ
ま
す

で

を
し
た

が

す
る
ま
で
は

め
て

に

す
る

は
あ
り
ま
せ

ん

も

な

ど
に
つ
い
て
は

と

わ
り

あ
り
ま
せ
ん

か
ら

の

や

に

す
る

を

け

い

を

く

に

を

す
る

は

に

が

で
す

の

び

に
つ
い
て
は

の
と

お
り
で
す

の

と

の

を

る
た
め

か
ら

を

ぼ
く

と
し
て

と
の

に
よ

り

に

の
ぼ

く

に

り

み
ま
す

か
ら

の

に
よ
り

か
ら
の

や

が

さ
れ

そ
の

が

に

し

え
ら
れ

ま
し
た

し
か
し

で
は
な
く

の

な
の
で

の

が

い
と

の

は

な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の

さ
ん
は

に

が

え
た

は

っ

て
い
ま
す

こ
の
こ
と
は

の

に

め
る

の

が

き
く
な
っ

た
こ
と
を

し
て
い
ま
す

が

で
き
な
い

し
て
い
た

が

え
な
く
な
っ

た
り

な

サ

ビ
ス
の

に

を
き
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す

こ
れ
か
ら
は

の

さ
ん

ひ
と
り
が
こ
れ
ま
で

に

な

を

う
こ
と
に
な
り

ま
す

で
は
な
く

で

あ
る

さ
ん
が

た
ち
の

を

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す

は

な

を

し
て
い
ま
す

を

ぎ
て
も

が
な
い

は

の

し

え

な
ど

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し

え

の

の
た
め

の

の

や

の

し

え
の
た
め
の

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す

を
し
な
く
て

も
よ
い
よ
う
に

さ
ん
の

な

を
お

い
し
ま
す

で
は

に

け

の
よ
う
な

り

み
を

っ
て
い

ま
す

を

に

め
る
こ

と
が

な

の

を

け

け
て
い
ま
すを

ぎ
て
も

が
な

い

に

し

の

を

い
ま
す

の

に
つ
い
て

に

し

を

い

ま
す

の

を

す
る
た
め

に

し

の

を

い
ま
す

や

の
ほ
か

な
ど
の

し

え
を

い

ま
す

し

え

も

さ
れ

な
い

し

え

の

り

て
を

い
ま
す

21 10

21

４

４

１

４

１

４

１

０
２
８
７－

９
２－

１
１
１
８

０
２
８
７－

８
３－

１
３
２
２

０
２
８－

６
２
３－

２
４
６
３

３

５

０
２
８
７－

９
２－

１
１
２
０

屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物

設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆

をををををををををををををををををををををををををを

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

ささささささささささささささささささささささささささ
まままままままままままままままままままままままままま
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

市
町
村
税
滞
納

滅
月
間

春

ぼ
く

2
0
0
9

那珂川町 屋外広告物 設置 場合に を する

屋外広告物 設置 方

施工業者

町建設課 屋外
広告物許可申請

栃木県烏山土木事務所
屋外広告業者登録申請

■
留
意
点

平
成

年

月

日

県

許
可

屋
外
広
告
物

屋
外
広
告
業
者

登
録

許
可
申
請
等

図

問

合

納
税
相
談

納
税
催
告

財
産
調
査

給
与
調
査

差

押

処
分

問

合

を する に

に

ま
で
に

が

し
て
い
る

の

の
イ
メ

ジ

い

わ
せ

し

え

い

わ
せ

1

3

2

3

21

31

ー

ー

全
県
下
一
斉

取

組

三
位
一
体
改
革

税
源
移
譲

一
人

町

支

自
主
的

納
付

の

り

み

と

ひ
と
り
が

を

え
る

な



15 広報 平成 年 月 日

平
成

年
度

町
機
構
改
革

「

環
境
整
備
対
策
室」

、

月

日

「

環
境
総
合
推
進

室」

。

主

事
務

「

環
境
基
本
計
画

実
施
計
画

関

」

、

「

環
境
施
策

企
画
立
案
及

総

合
調
整

関

」

、「

小
口

北
沢
不
法
投
棄
物

適
正
処
理

関

」

、「

県
営
最
終
処
分

場

関

」

。

環
境
基
本
計
画
、

町
総
合
振

興
計
画

基

、

基
本

「

豊

自
然

文
化活

力

満

」

実
現

、

環
境
面

各
種
施
策

横
断
的

捉
、

取

組

行

目
的

策
定

。

、

環
境
基
本
計
画

、

基
本
政
策

一

「

豊

自

然

共
生

」

掲

、

一
施
策

、

「

北
沢
地
区

不
法
投
棄
物

県

営
処
分
場

適
正

処
理

」

、

県
営
最

終
処
分
場
建
設

事
業

促
進

。

昨
年
度、
町
山
村
開
発

設
置

県

馬
頭
処
分
場

整
備
室
馬
頭
分
室

昨
年
同
様

体
制
、

県
営
最
終
処
分
場
建
設

向

事
業

推
進

。

なかがわ

の

に

よ
り

は

か
ら

と
し
て
ス
タ

ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

な

は

の

に

す
る
こ
と

の

び

に

す
る
こ
と

の

に

す
る
こ
と

に

す
る
こ
と

で
す

は

に

づ
く
も
の
で

ま
ち

づ
く
り
の

テ

マ
で
あ
る

か
な

と

に
は
ぐ
く

ま
れ

や
さ
し
さ
と

に

ち

た
ま
ち
づ
く
り

を

す
る
た

め
に

か
ら

を

に

え

り

み
を

う
こ
と
を

に

さ
れ
ま
し

た
ま
た

で
は

の

つ
に

か
な

と

す
る
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１

不法投棄現場周辺 水質分析結果にかかる
（平成 年度第 回年間変動調査分）

調査項目
採 水 日
採水場所

調査結果

問 合

対 象

定 員

受 講 費

受付期限

講座内容

問 合

20 4

小口字北沢地区不法投棄現場周辺 水質分析結果
知 。

健康項目、生活環境項目、 他
平成 年 月 日
周辺環境水 ①投棄地直下河川

②小口川上流
投棄現場浸出水 ①投棄地下流側観測井戸

②投棄地内観測井戸
周辺 汚染拡大 兆候 認 。

環境総合推進室

の をお
らせします

その

への の は められない

21

0287 92 1110

2 9
1

2

－ －い わせ

い わせ

なす の風土記 丘資料館
歴史解説員養成講座受講生募集中！

18

20
3,000

10

23

25

20
10 25

11
12 20

30
21

324-0501 3789
0287-96-3366 0287-96-3340

歳以上 下記 条件 満 方
①歴史 関心 、開講 講座 参加 方
②講座終了後、当館 主催 行事 来館者 援助

方
名（先着順）
円（年間）

月 日（金） （ 月曜日 除 ） 電話
直接来館 申 込 下 。

全 回
※講座 出席状況 修了証 授与 、歴史解説員 登録

。
① （土） 開講式、講話「歴史 学 意義 風土記 丘資料

館」、小川館常設展示見学
② （土） 講話「那須 歴史概説」、 風土記 丘資料館

小川館周辺史跡見学、湯津上館見学
③ （土） 縄文土器
④ （日） 考古学教室「 君 考古学者」 参加
⑤ （日） 企画展 ー 参加
⑥ （日） 企画展記念講演会、 、 ー

ー 参加
⑦ （日） 横穴墓 参加
⑧ （日） 門松 、解説実習
⑨ （土） 勾玉 、火起 体験、解説実習
⑩ （日） 風土記 丘成果発表会 遺跡発表会 参加 閉講式

栃木県立 風土記 丘資料館小川館
〒 那須郡那珂川町小川
電話

で の を たす
に があり する に できる

の する や への
ができる

まで ただし は く に また
は して し んで さい

の により を し として
します

を ぶ と の

の なす の

づくり
これで も に

オ プニングイベントに
シンポジウム ギャラリ ト

クに
なすの めぐりに
ミニ づくり

づくり し
の ､ に ､
なす の

5 1

5／

7／4

7／

8／9
9／
／

／8
／

1／

2／

FAX

ー
ー

ー
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変

。 か
ら

が

に

わ

り
ま
し
た



16広報 平成 年 月 日

課長 佐藤 良美
課長補佐 増子 定徳
●行政係
係長 岩村 房行
係付係長 板橋 文子
係付係長 藤浪 京子
主査 藤田 寿彦

●管財係
係長 佐藤 裕之
主事 菊地 宏明
主任事務員 小瀧 忠

●消防交通係
係長 小松 重隆
主査 高野 曜路
主査 ○露久保 諭

※広域行政事務組合派遣
課付課長 高野 正
課付課長 鈴木 吉美
課付主幹 小室金代志
課付主幹 木村 誠

※県市町村課派遣
主事 小高 博史

※県産業政策課派遣
主事 大森 祐城

課長 益子 実
課長補佐兼広報広聴係長

佐藤 美彦
●企画調整係
係長 高林 伸栄
主事 露久保 一

●財政係
係長 益子 雅浩
主査 谷田 克彦

●広報広聴係
主査 杉本 篤
主事 高野 愛子

●情報管理係
係長 大野 博幸
主査 永森 強

室長 ○郡司 正幸
室長補佐 小川 一好
室長補佐 ○笹沼 公一
●放送技術係
係長 大橋 裕一
主査 星 善浩
主事 仲野谷智子
主事 笹沼 正嗣
主事補 星 晴奈
●管理通信係
係長 大武 勝
係付係長 吉住 二郎
主査 久保寺康之

課長 ○川俣 勇也
課長補佐（課税担当）

○荒巻 弘子
課長補佐 益子 廣美
課長補佐兼管理収税係長

○坂尾 一美
●管理収税係
係付係長 小室 利雄
主事 菊地 智哉

●課税係
係長 藤田 善久
係付係長 屋代 真一
主査 石井 里子
主事 奈良 大輔

※県協働徴収組織派遣
主査 鈴木 浩史

室長 ○星 康美
室長補佐 長谷川幸子
●環境推進係
係長 沼田 一也
主事補 佐藤 禎晃

課長 阿久津 実
課長補佐兼戸籍住民係長

大金
課長補佐（保険年金担当）

川崎 輝
●戸籍住民係
係付係長 加藤 啓子
主査 金子 洋子
主査 高野 恵

●保険年金係
係長 小松 悦子
係付係長 ○熊田 則昭
主査 佐藤 武
主事 ○山 宏美

●生活環境係
係長 星 貢一
係付係長 西宮 三男

※後期高齢者医療広域連合派遣
主査 齋藤 収

課長 小室 定子
課長補佐 薄井 健一
●社会福祉係
係長 薄井 亮
係付係長 ○屋代 正子
主査 星 学
主査 渋谷 直樹
主査 加藤美智子
主事 久保田理津子

●高齢福祉係
係長 北條 清
係付係長 篠江智恵子
主査 豊田 博之
主事 今泉美津子

●健康増進係
主任保健師 大野喜久江

主幹兼課長補佐兼健康増進係長
兼所長 高野 康雄
課長補佐（健康増進担当）兼主
任保健師 菊池 園江
●健康増進係兼務
主任保健師 網野 幸恵
保健師 磯野 律子
保健師 高橋 麻紀
主任看護師 益子 子

なかがわ

ハツイ

きよ

21 10４

総務課

企画財政課

税務課

住民生活課

健康福祉課

馬頭健康管理 ー

92 1111

92 1114

92 1121

92 1120

92 1110

92 1112

92 1119

92 1188

－

－

－

－

－

－

－

－

ケ ブルテレビ センター 放送 ー

環境総合推進室

センタ



17 広報 平成 年 月 日

主幹
○斉藤 三男

●高齢福祉係兼務
主任保健師 秋元千代子
主任保健師 益子 利枝
主任看護師 小山田智子
社会福祉士 立川 正史

主幹兼園長 渡辺 恵子
主任保育士 鈴木 薫子
主任保育士 岡 子
主任保育士 薄井 隆子
保育士 高野 路康
保育士 大金 裕子
保育士 天沼 久恵
保育士 堀江 厚子
保育士 佐藤 希美
保育士 長谷川文香
主任調理員 國安 啓子
主任調理員 堀江 都子

園長 ○鈴木 葉子
（大山田保育園長兼務）
主任保育士 小幡 典子
主任保育士 大金佳代子
保育士 大 有加
主任調理員 佐藤 久江

主任保育士 菊池 幸子
主任保育士 高野 弥生
主任調理員 大野 光江

園長 ○高野 純子
主任保育士 大金 浩子
主任保育士 大森 尚美
主任調理員 岡 文子

主幹兼園長 屋代美代子
主任保育士 郡司 子
主任保育士 大武 淳子
保育士 菊池 千穂
調理員 豊田 文子

主幹兼園長 ○桑野 康子
主任保育士 平山 好子
主任保育士 薄井 正子
主任保育士 川上 清美
保育士 伊藤由紀子
保育士 加藤 剛史
調理員 小森美千代

園長 薄井 啓江
主任保育士 佐藤 泰子
主任保育士 高橋 和子
保育士 小泉 怜
主任調理員 鈴木 里子

主任保育士 永森 子

課長補佐兼所長 星 敏明

課長 ○塚原 富太
課長補佐兼地籍調査係長

桑野 恒夫
課長補佐 秋元 彦丈
●管理係
係長 笠井 真一
係付係長 岡 多恵子
主査 田角 章
主査 田代 敏樹

●土木建築係
係長 田代 喜好
主査 磯野 大
主査 橋本 秀一
主査 長山 康志

●地籍調査係
係付係長 関根 了
主査 ○石塚 章貴
主事補 星 孝範

課長 山本 勇
主幹（農業委員会事務局長併任）

○秋元 誠一
課長補佐 山口 守
課長補佐兼農地調整係長（農業
委員会事務局併任）藤田美智子
●農政係
係長 大森 親久
主査 齋藤 貴之
主査 仲野谷智弘
主事 小室 達夫

●農林整備係
係長 益子 泰浩
主査 田邊 康行
主査 川上 昌之
主事 ○鈴木美裕紀

●農地調整係
係付係長（農業委員会事務局
併任） 坂尾 三穂

課長 ○高野 麻男
課長補佐（観光 ー担当）

田所 明
●商工係
係長 江口 義男
係付係長 木村 広

●観光係
係長 小高 誠一
主査 藤田 洋美

会計管理者兼課長 吉成 啓二
課長補佐 益子 邦代
●会計係
係長 藤田 悦子
係付係長 薄井 和夫

なかがわ

てる

みき

あつ

センタ

21 10４

地域包括支援 ー

大内保育園

大山田保育園

馬頭北保育園

馬頭南保育園

小川児童館

馬頭総合福祉 ー

建設課

農林振興課

商工観光課
会計課

センタ

センタ

96 2161

92 2202

92 2557

93 0355

93 0705

92 5480

96 2009

96 2074

96 3109

92 1294

92 1118

92 1113

92 1116
92 1117

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
－

（地域包括支援 ー担当）センタ

馬頭中央保育園

小川第 保育園

小川第 保育園

1

2

新採用職員 ！ 願 ！です よろしくお いします

上段左 、立川 正史（ ）
佐藤 禎晃（環境総合推進室）
佐藤 洋平（生涯学習課）
星 孝範（建設課）

下段左 、長谷川文香（馬頭中央保育園）
星 晴奈（ ）
大 有加（大内保育園）

から

から

地域包括支援 ーセンタ

ケ ブルテレビ センター 放送 ー



18広報 平成 年 月 日

課長 手塚 孝則
課長補佐 大武 操

鈴木 雄一
穴山喜一郎

●業務係
係付係長 菊池 政広
係付係長 笠井智恵子

●水道係
係付係長 佐藤 郁夫
主査 加藤 博行
主任技術員 菊池 一彦

●下水道係
係長 栗田 利行
主査 横山 和則
主査 川上 浩

事務局長 ○田村 正水
局長補佐兼庶務係長兼議事係長

橋本 民夫
係付係長 岩村 照恵

課長 ○薄井 績
主幹兼課長補佐兼社会福祉係長

○上杉 里子
五味渕良子

課長補佐 板橋 了寿
●総務係
係長 深沢 昌美
主査 長家佳奈子

●町民係
主査 小室
主査 石井 美帆

●福祉係
主査 星 裕之
主事 竹川久美子

課長 荒井 和夫
主幹（指導主事） 佐藤 英夫
課長補佐 川和 子

大金 清
●学校教育係
係長 大森 新一
係付係長 齋藤 昌代
主事 中田 昭子
主事 ○大金 倫子

主幹兼所長 ○小祝 邦之
主査 村上 明美
主任調理員 大金 恵子
調理員 高野美代子
調理員 益子 悦子
調理員 川那子和枝

主幹兼園長 ○高橋 道男
教頭 ○高野 礼子
主任教諭 小林 順子
主任教諭 鈴木 政江
教諭 戸井田真祐美

課付課長兼園長 ○鈴木 芳夫
主任教諭 小泉 久美
主任教諭 大森美弥子
主任教諭 佐藤 尚巳
教諭 高瀬 弘

馬頭小学校 高橋
馬頭小学校 菊地 和江
大内小学校 星 洋子
大山田小学校 露久保雪江
馬頭西小学校 川又 菊江
小川小学校 平野 子
薬利小学校 永森裕美子
小川南小学校 田所 悦子

高林 和枝
馬頭中学校 長山 利子
小川中学校兼小川小学校（主任
司書） 鈴木 子
小川中学校 薄井美智子

課長 藤田 悦男
課長補佐兼 ー 振興係長

稲澤 正広
●生涯学習係
係長 高瀬 敏之
主査
主査 大金 典彦
主事 田所 恵

● ー 振興係
係付係長 深沢加代子
主査 佐藤 康隆
主事補 佐藤 洋平

主幹兼館長 ○小川 俊介

課長補佐兼館長 星 聡
主任司書 星 文子
主任司書 縣 千恵子
主査 友田 哲也
司書 田代 美幸

課長補佐兼事務長 鈴木 真也
主任学芸員 市川 信也
学芸員 ○長井 裕子
主事 奈良美智子

課付係長 薄井 桂子
主任学芸員 真保 昌弘
主査 猪股 倫子

兼大山田保育園長 斉藤 正
商工観光課長 荒井 進
建設課長 佐藤 勇三
総務課付課長（南那須地区広域
行政事務組合派遣）桑野 文男

鈴木 文男
支所管理課長兼産業建設課長

佐々木 香
支所住民生活課長 星 和好
議会事務局長 齋藤 裕一
企画財政課長 大金 佳宣
学校教育課長 山田 廣充
支所健康福祉課長 松崎 敬三

岡 豊二
田代 幸江
小口 公正
佐藤千惠子

上下水道課長補佐 小泉 千幸
幼稚園教頭 小川 洋子

住民生活課長補佐 鈴木 豊
塚原三喜男
佐藤 信親
齋藤
高木 典子
奈良 子
薗部 栄子
阿久津久子

なかがわ

みどり

なみ

あけみ

やい

ひろ

スポ ツ

スポ ツ

ひばり

キヨ

かよ
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上下水道課

議会事務局

総合窓口課

学校教育課

学校給食 ー

小川幼稚園

小学校

中学校

生涯学習課

馬頭公民館

図書館

風土記 丘資料館

92 2002

96 2112

96 2111

96 2114

92 2049

92 2301

96 2130

96 2116

92 2897

92 1199

96 3366

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

課長補佐兼業務係長
課長補佐兼水道係長

課長補佐兼町民係長

（小川庁舎）

（小川庁舎）

（小川庁舎）

（小川庁舎）

（議会事務局併任）
（議会事務局併任）

建設課長補佐兼管理係長

馬頭中央保育園主任保育士
小川南小学校主任事務員

課長補佐（施設整備担当）

ＣＴＢ放送 ー室長

センタ

なす の

ひばり幼稚園

馬頭中学校（主任司書）

ケビン ブラックバ ンー

農業委員会事務局長

（山村開発 ー）センタ

馬頭図書館
小川図書館

92 5015
96 2335
－
－

馬頭広重美術館

退職者

健康福祉課付課長兼大内保育園長

センタ
学校教育課主幹兼小川幼稚園長

上下水道課長補佐兼下水道係長

学校給食 ー主任調理員

学校教育課主幹兼指導主事
健康福祉課長補佐兼高齢福祉係長

馬頭総合福祉 ー付係長センタ
小川第 保育園主任保育士２

センタ
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話

小
口
大
金
家

編

「

那
須
記」

元

話

進

。
今

約

年
余

前

崇
徳
院

御
代、

下
野
・
常
陸
・

奥
州

国

八
溝
山

岩
岳
丸

蟹

化
生

住

、

人
民

家
畜

喰

仕
打

繰

返

。

聞

宇
都
宮
宗
円

早
馬

都

知

。

帝

大
変
驚

、

貞
信

手
勢

騎

与

化
生

退
治

命

。

貞
信

地
元

勢
子

余
人

八
溝
山

囲
、

蛇
穴
次
郎
・
大

大
蔵

両
人

案
内
人

選
、

八

溝
山

谷

峰

捜

、

岩
岳
丸

居
場
所

。

途
方

暮

老
翁

現

、

「

我

三
輪
大
明
人

。

岩

岳
丸

八
溝
山

東
方、

笹
岳

所

。
蟇
目
鏑
矢

討

」

言

終

、

消

失

。

貞
信

蟇
目
鏑
矢

押

進

、

黒
雲

岩
穴

出

、

両
手

合

「

南
無
山
大
権
現、

鬼
神

見

給

」

祈

黒
雲

消

悪
鬼

姿

現

。

形

本

手、

本

足、

口

耳

、

舌

燃

立

炎

。

貞
信

南
無

蟇
目
鏑
矢

放

矢

鬼
生

頭

骨

当

、

鬼
神

貞
信

襲

皆

取

押

、

刀

刺

。

弱

見

、

数
千

年

経

蟹

化
生

。

貞

信

首

打

落

都

届

、

帝

大

変
喜

、

功
績

定
信

下
野
国
那
須
領

守
護

命

。
貞
信

三
輪

平
城

築
、

土
着

決

。

貞
信

讃
岐

国
神
田

庄

住
城

神
田
城

名

、

今

藤
権
守
定
信

須
藤
権
守
貞

信

改
、

那
須
家

始
相

。

時
代

降

、

貞
信

代
資
隆

男
与
一

神
田
城

生

、

幼

弓

名

手

言

。

元
歴

年（

、

年）

、

屋
島

戦

船
上

扇

的

射、

日
本
中

名

。

文
化
財
愛
護
会
会
員

福
嶋
正

なかがわ

こ
の
お

は

が

ん
だ

を

に

を

め
ま
すか

ら

り

の

の
に
ま
た
が
る

に

と
い
う

の

が

ん

で
い
て

や

を
と
ら
え

て
は

ら
う
と
い
う
む
ご
い

ち
を

り

し
て
い
ま
し
た

こ
れ
を

い
た

は

を
も
っ
て

へ

ら
せ
ま
し

た

は

か
れ

に

を

え
て

の

を

じ
ま
し
た

は
さ

ら
に

の

を

も
っ
て

の
ふ
も
と
を
と
り

み

の

を

と
し
て

び

の

や

を
く
ま
な
く

し

ま
し
た
が

の

が

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

に

れ
て
い
る
と

が

れ

は

な
る
ぞ

は

の

と

い
う

に
い
る

を
も
っ

て

つ
べ
し

と

い

わ
る
や

い
な
や

す

っ
と

え

せ
て

し
ま
い
ま
し
た

は

を

し
い
た

だ
き
な
が
ら

む
と

め
ぐ

る

の
と
こ
ろ
に

ま
し
た
の

で

を

わ
せ
こ
こ
か
ら

の
か
た

ち
を

さ
せ

え

と

る
と
た

ち
ま
ち

が

え
て

が

を

し
ま
し
た

そ
の

は

の

の

は

ま
で
さ
け

は

え

つ

の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た

が

と

を

つ
と

は
あ
や
ま
た
ず

の

に

た
り

が

に

い
か
か
る
と
こ
ろ
を

で

り

さ
え

を

し
ま
し
た

っ

た
と
こ
ろ
を
よ
く

る
と

を

た

の

で
し
た

が
す
か
さ
ず

を

ち

と
し

て

へ

け
た
と
こ
ろ

は

ば
れ

こ
の

に
よ
っ
て

を

の

に

ぜ
ら
れ
ま
し
た

か
く
し
て

は

に

を

き

を

め
ま
し
た

は
か
つ
て

の

の

に

ん
で
い
た
と
こ
ろ
か
ら
こ

の

を

と

づ
け

ま

で
の

を

と

め

の

と
な

り
ま
し
たが

っ
て

よ
り

の

は

に

ま
れ

い
こ
ろ
か
ら

の

と

わ
れ
て
い
ま
し
た

の

い
で

に
ゆ
れ
る

の

を

に
そ
の

を
と
ど

ろ
か
せ
ま
し
た
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県 施設 見 「県民 」参加者募集の を る バス6 4 ( )月 日 木

● ー

●参 加 費
●募集人員
●申込方法

●申込締切
● 他
●申 込 ・問 合

コ ス

そ の
し み い わせ

小川総合福祉 ー 共生館前 ⇒ 山村開発 ー前 ⇒ 栃木 ー
： 発 ： 発 ： ～ ：

栃木県職員生協食堂・昭和館（昼食） ⇒ 栃木県庁見学 ⇒ 山村開発 ー前 ⇒
： ～ ： ： ～ ： ： 着

小川総合福祉 ー 共生館前
： 着

無料（昼食代 各自負担）
名
枚 名様 申 込 。往復 、住所、氏名、年齢、電話番号
記入 、下記 申 込 。応募者多数 場合 抽選 、 月 日 月）
通知 。
月 日（月）当日消印有効
ー 日程等詳 、栃木県県北県民 ー ー ー 覧 。

〒 大田原市中央
栃木県県北県民 ー「県民 」係

センタ すこやか センタ へリポ ト

センタ

センタ すこやか

は

のハガキで まで し みできます ハガキに
を し へお し みください の は とし まで
に します

コ ス しくは センタ のホ ムペ ジでご いただけます

センタ バス
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11 30 13 00 13 00 15 00 16 15

16 30

20

20 (

18

324-0056 1-9-9

http://www.pref.tochigi.lg.jp/system/desaki/desaki/kenhokukc.html
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今
月

文
化
財
愛
護
会
会
員

福
嶋
正
様、

堀
江
孝
四
郎
様

協
力

、

那
珂
川
町

民
話

紹

介

。

神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城址址址址址址址址址址址址址址址址址址址址址址址址址址 桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜

か
ら

の

の

ご

に
よ
り

に
ま

つ
わ
る

を
シ
リ

ズ
で
ご

し
ま
す

のののののののののののののののののののののののののの

ーし
も
つ
け

ひ
た
ち

い
わ
た
け
ま
る

か
し
ょ
う

く

ひ
き
め
か
ぶ
ら
や

く
だ

お
お
し
ゅ
う

ー
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第

回

陸

上
競
技
選
手
権
大
会

月

日

日
開
催

、

高
野
孝
雄

（

富
山）

～
歳

部

投

優
勝

、

砲
丸
投

位、

円
盤
投

位

好
成
績

収

。今
後

「

歳

迎

来
年、

開
催

大
会

出
場
、

取

」

話

。

月

日

歳

迎

田
代
倭
文

（

東
戸
田）

、

日

野

（

久
那

瀬）

町
長

訪
問。

祝

金

花
束

贈

、

長
寿

祝

。、

田
代
倭
文

月

日

亡

。

謹

冥
福

祈

申

上

。

地
域

青
少
年

自
覚

相
互

連
帯
感

深
、

豊

情
操

育

月

日、

小
川
総
合
福
祉青

少
年
健
全
育
成
町

民
大
会

開
催

、

約

人

出
席

。

功
労
者

優
良
子

会

表

彰

行

、

表
彰

受

片

平

高
岡

両
子

会

合
同

実
施

夏
祭

交
流
会

事

例
発
表

行

。

後、

「

落

、

教

師

」

題

宮
本
延
春

先
生

講
師

講
演

開
催

。、

表
彰

方
々

次

。（

敬
称
略）

小
森
敏
彦（

小
川
卓
球

少）

岡
豊（

小
口）
大
森
克
也（

和
見）

本
物

舞
台
芸
術

鑑
賞

芸
術

愛

心

育
、

豊

情
操

養

月

日、「

本
物

舞
台
芸
術
体
験
事

業

公
演」

馬
頭

小
体
育
館
、

児
童

人

出
席

開
催

。

文
化
庁
主
催

公
演

団
員

人

率

山
形
交
響

楽
団

来
町。「

楽
器

紹
介

」

木
管
楽
器

金
管
楽
器

一

一

紹
介

音

特
徴

違

披

露
、

、

児
童

代
表

人

指
揮

挑

戦

。

子

大
人

楽

健
康

行

月

日、

総
合
体
育
館

大
会

開
催

、

参
加

。

小
学
生

大
人

対
戦

、

選
手

高

一
丸

内

駆

回
、

弾

四
苦

八
苦

。

結
果

次

。

Ａ

優
勝

体
指
組

Ｂ

優
勝

会

優
勝

庭
野
組

なかがわ

ア
ジ
ア
マ
ス
タ

ズ

が

か
ら

に
か
け
て
タ
イ
の
チ
ェ

ン
マ
イ
で

さ
れ

さ
ん

が

の

の
ハ
ン
マ

げ
で

し
た
ほ

か

げ
が

げ
が

の

を

め
ま
し

た

は

を

え
る

マ
レ

シ
ア

の
ア
ジ
ア

に

し

ぜ
ひ
メ
ダ
ル
を

れ

る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い

と

し

て
い
ま
し
た

に

を

え

た

さ
ん

を

に
は

ハ
ル
さ
ん

を

が

い

と

を
お

り
し

を

い

ま
し
た

な
お

さ
ん
は

に
お

く
な
り
に
な
り
ま
し

た

ん
で
ご

を
お

り

し

げ
ま
す

に
お
け
る

の

と

の

を

め

か

な

を

て
よ
う
と

セ
ン
タ

あ
じ
さ

い
ホ

ル
で

が

さ
れ

が

し
ま
し
た

や

ど
も

の

が

わ
れ

を

け
た

と

の

ど
も

が

で

し
た

り

の

を

い
ま
し
た

そ
の

オ

ル

の

ち
こ
ぼ
れ

に
な
る

と

し
て

を

に

が

さ
れ

ま
し
た

な
お

さ
れ
た

は

の
と
お
り
で
す

ス
ポ

の

を

す
る

こ
と
で

を

す
る

を

て

か
な

を

お
う
と

の

オ

ケ
ス
ト
ラ

が

で

が

し
て

さ
れ
ま
し
た

に
よ
る
こ
の

は

を

い
る

が

を

す

る
コ

ナ

で
は

や

な
ど

つ

つ
を

し
な
が
ら

の

や

い
を

し

さ
ら
に

の

が
オ

ケ
ス
ト
ラ
の

に

し
ま
し
た

ど
も
か
ら

ま
で

し
く

づ
く
り
を

お
う
と

で
レ
ク
リ
エ

シ
ョ
ン

が

さ
れ

チ

ム
が

し
ま
し
た

チ

ム
と

チ

ム

が

し
た
キ
ン
ボ

ル
で
は

た
ち
が

く
サ

ブ
さ
れ
た

ボ

ル
を
チ

ム

と
な
っ
て

キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と
コ

ト

を

け

り

む
ボ

ル
に

し
て
い
ま
し
た

は

の
と
お
り
で
す

ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク

リ

ダ
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22広報 平成 年 月 日

那珂川町 引 越 翌日、僕 町内 探 物

。来日前 読 本 、「日本人

新 引 越 、近所

際、 配 」 。 、私 町

内 屋 訪 。

屋 主人 、 本 書

少 古 風習 説明 、私 気持 応

、近所分 券 作 売 。

、僕 店 常連 、

教 。時々、彼 僕 注文

他 一品 持 、僕 感想 興味

津々 。 新店舗 開店 、

一品料理 新 ー 載 。

僕 年前 仕事 町 離 東京 行 前 週、

屋 主人 僕 「一日 研究講座」 開

、 苗 育 方 割 打 方 食 方

教 。 年後、東京 戻 僕

歓迎会 開 。 後、国内外 親戚

友 那珂川町 来 、「 」 欠

存在 。

彼 、数年前 「 研究会」 時折 開 、僕

妻 参加 。習 僕

、日本 那珂川町

色々学 。地元産 粉 、

伝統 厳 守 創意工夫 、 中

「豆腐 」 研究賞 受賞 、 熱心

研究 。

、 月 日 彼 亡 。僕 那珂

川町 好 再発見 、 師匠

。 、寂 …。

死
亡
、

昭
和

年
以
降
死
因

第

位

占
、

平
成

年
度

統
計

見

人

人
近

亡

（

図

）

。

、

生

涯

、
男
性

人

人、

女
性

人

人

可
能
性

言

。

部
位
別

罹
患
率

、

男
性

胃
・
肺
・
大
腸

上
位

占
、

女
性

乳
房

・
胃
・
大
腸

上
位

占

（

図

）

。予
防

生
活
習
慣

（

禁
煙
・
適
度

飲
酒
・
減
塩

食
生
活

改
善、

体
重
管
理

）

送

完

全

防

、

気

完
全

防

。

重
要

早
期

見

治

。

早
期

症
状

普
通

、

早
期

発
見

検
診

役
割

。
検
診

基
本
条
件

、

①

人

多
、

死
亡

重
大

原
因

②

検
診

行

、

死
亡

確
実

減
少

③

検
診

行

検
査
方
法

④
検
査

安
全

⑤
検
査

精
度

程
度
高

⑥

発
見

治
療

法。

観
点

現
在

胃

検
診、

肺

検
診、

大
腸

検
診、

子
宮

検
診、

乳

検
診
等

行

。

効
果

判
断

検
診

最
大

早

期
発
見、

早
期
治
療

救
命

効
果

。

症
状

病

院

受
診

場
合

、

検
診

比
、

進
行

多

見

。

一
方、

検
診

症
状

健
康

人

対
象

、

早
期

多

発
見

。

早
期

治

、

軽

治
療

済

。

検
診

受

。

なかがわ

に っ してきた は に し

がありました に んだ によると

は しいところへ っ しをすると へのあいさ

つの そばを る とありました そこで は

のあるそば を ねました

そば のご からは その に いてあることが

し い だと されましたが の ちに

え のそば を り ってくれました

しばらくすると はその の となり そばの

ことについて わりました は の した

そばの にもう を ってきては の に

でした そして を したときには それ

らの が しいメニュ に っていました

が に で を れ へ く の そ

ば のご は のために そば を

き そばの の て から そばの ち と べ

を えてくれました から ってきた

の も いてくれました その の

や だちが に たときは そば は かせ

ない でした

は から そば を り き

と までも させてくれました いにいった は

そばだけでなく についても についても

びました のそば にこだわり そばの

を しく りながらも され その の

そば は を するほどで そばを

に していました

しかし に は くなりました が

を きになり できるのは そば のおか

げでもありました ああ しいです

が
ん
に
よ
る

は

の

を

め

の

で

る
と

に

く
が
が
ん
で

く
な
っ

て
い
ま
す

ま
た

の
う
ち

の

に

の

に

が
が
ん
に
か

か
る

が
あ
る
と

わ
れ
て

い
ま
す

が
ん
の

の

で
み

る
と

で
は

が

を

め

で
は

が

を

め
て
い

ま
すが

ん
を

す
る

な

な

ど
の

の

な
ど

を

る
こ
と
で
が
ん
を

に

げ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が

ど
ん
な
に

を
つ
け
て
も
が
ん
を

に

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

な
の
は
が
ん
に
な
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て
も

に

つ
け
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す
こ
と
で
す

の
が
ん
で
は

は
な
い
こ

と
が

で
す
か
ら

に
が

ん
を

す
る
の
は
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で
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ん

の

と
し
て

が
ん
に
な
る
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く

ま
た

の

な

で
あ
る
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と

が
ん

を

う
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そ
の
が
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の

が
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す
る
こ
と

が
ん

を
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が
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こ
と

が

で
あ
る
こ
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の

が
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い
こ
と

さ
れ
た
が
ん
に
つ
い
て

が
あ
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま

す
こ
の

か
ら

は

が
ん

が
ん

が
ん

が
ん

が
ん

が
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れ
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が
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る
と

さ
れ
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の

の
メ
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ッ
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に
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で
す

が
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っ
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を

し
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に
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が
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と

べ

し
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が
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が
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つ
か
り
ま
す

が
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の
な
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を

に
し
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と
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が
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が
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す

が
ん
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
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し
か
も

い

で

み
ま

す
が
ん

を
ぜ
ひ

け
ま
し
ょ

う
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が
ん

を

け
ま
し
ょ
う

検
診

受

こ
こ
ろ
の

づ
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ス
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ガ
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健
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ほ
め

ほ
め
ら
れ

で

い
い

上
手

上
手笑

顔
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が
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早
期
発
見

検
診
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件
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腰
下

石

探

草
青

松

野

大
高

富
美

目
覚

沢

猫
柳

矢

又

星

幸
子

胸
元

梅
林

風
入

込

松

野

横
山

義
夫

裸
山
炭
焼

煙

小

川

桧
山

華

寒
鴉
影

飛

立

小

砂

松
岡

路
石

早
春

波

野

起
伏

谷

田

荒
井

大
作

陽

野
良
猫
二
匹
片
寄

目

閉

開

吾

無
視

馬

頭

五
月
女

午
後

陽

早

日
溜

芽
生

蕗

薹
摘

盛

泉

岡

花
柄

包
装
紙

大
切

折

目

伸

筒

巻

置

大

内

薄
井

発
掘

小
遣

稼

言

小
母

読

考
古
学

書

小

川

平
澤

照
雄

畑
道

歩
巾
進

花

舞

小

川

森
島

子

野
菜
代
夫

踏

込

苗
育

水

注
片

平

磯
部

千
代

野

花

摘

活

谷

田

屋
代

照
子

小
中
高
皆
勤
賞

孫

誉

小

砂

笹
沼

季
子

苗
床

未
来
夢
見

大
山
田
下
郷

佐
藤

有
紀

繕

嘘

綻

薬

利

大

克
明

失
言

夫

庇

妻

知
恵

小

川

平
澤

照
雄

直
売
所
時

話
題

売

谷

田

岡
崎

友
子

なかがわ

ろ
す

を

せ
り

む

せ
せ
ら
ぎ
に

め
し

の

に

の

り

む

く

ほ
の
ぼ
の
と

も
ろ
と
も
に

び

て
り

や

う
つ
ご
と
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の

だ
ま
り
に

り
て

を

じ

き

を

せ
り

ト
ミ
ノ

の

の
お
と
ろ
え

し

り
に
ふ
っ
く
り

え
た

の

む

イ
チ
エ

の

な
れ
ど

に

り

を

ば
し

に

き

く

キ
イ

で

い

ぎ
す
る
と

う

さ
ん
が

む

の

を
ゆ
っ
く
り

め
れ
ば
た
ん
ぽ
ぽ
の

へ
テ
フ
の

い
お
る

テ
フ

と

み

み
し

ち

を
い
っ
ぱ
い

ぎ
や
り
た
り

の

を

ん
で
ト
イ
レ
に

け
て
み
る

の

を

め

で

る
ナ
ス
か
ぼ
ち
ゃ

っ
た

が
あ
ち
こ
ち

び
る

の

を

う

の

の

も

っ
て
い
る
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『

・

』

『
』

プ
リ
ン
セ
ス

ト
ヨ
ト
ミ

さ
く
ら
い
ろ
の
ラ
ン
ド
セ
ル 万

城
目

学

著（

文
芸
春
秋）

誰

知

。
五
月
末
日

木
曜
日、
午
後
四
時

。
大
阪

全
停
止

。

長

閉

扉

開

「

鍵」

、
東
京

来

会
計
検
査
院

三
人

調
査
官
、
大
阪

商
店
街

生

育

二
人

少
年
少
女

。

前
代
未
聞
驚
天
動
地

始
動

・

著（

早
川
書
房）

結
婚

家
族。

、
元
気

色

子
犬

。
名
前

。

頭

・

、

家

名
犬

、

、

成
長

！

大
切

何

思

？
笑

泣

感
動

。

作（

教
育
画
劇）

仲
良
。

一
年
生

。

「

。」

約
束

、

、

赤

届

・
・
・。

小

子

心

動

丁
寧

描

絵
本

。
／

／

／

こ
の
こ
と
は

も

ら
な
い

の

の
こ
と
で
あ
る

が

し
た

く

ざ
さ
れ
た

を

け
る

と
な
っ
た
の
は

か

ら

た

の

の

と

の

に

ま

れ

っ
た

の

だ
っ
た

､

の
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト､

ジ
ョ
ン

グ
ロ

ガ
ン

し
た
ぼ
く
と
ジ
ェ
ニ

が
は
じ
め
て
む
か
え
た

そ
れ

は

な
ク
リ

ム

の

だ
っ
た

は
マ

リ

が
い
い
と
い
わ
れ
る
ラ
ブ
ラ
ド

ル

レ
ト
リ

バ

は

わ

が

の

に
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
に

マ

リ

は

や
ん
ち
ゃ

な
お
バ
カ
に

し
て
し
ま
っ
た

な
こ
と
っ
て

だ
と

う

え
て

け
る

エ
ッ
セ
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さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ

さ
な
え
ち
ゃ
ん
と
ら
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ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
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ふ
た
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そ
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っ
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な
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ま
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お
そ
ろ
い
で
さ
く
ら
い
ろ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
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よ
う
よ

と

し
た
ふ
た
り
で
す
が

さ
な
え
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に

お
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ち
ゃ
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い
ラ
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『
』

マ

リ

お
バ
カ
な

が

え
て
く
れ
た
こ
と

ー

ー

世
界
一

犬

教

◇『

私
立
探
偵
・
麻
生
竜
太
郎』

柴
田

著（

角
川
書
店）

◇『

三
匹

』

有
川

浩

著（

文
芸
春
秋）

◇『

何

憂
鬱

夜

』

中
村
文
則

著（

集
英
社）

◇『

最
後

恋

』

唯
川

恵

著（

角
川
春
樹
事
務
所）

◇『
苛

時
間』

井
上

淳

著（

河
出
書
房
新
社）

◇『
八
番
筋

』

津
村
記
久
子

著（

朝
日
新
聞
出
版）

◇『
感

』

群

著（

幻
冬
舎）

◇『
組』

山
本
一
力

著（

文
芸
春
秋）

◇『

甲
子
園

遺
言』

門
田
隆
将

著（

講
談
社）

◇『

母

次
第

男

子

伸

！』

小
屋
野

恵

著（

出
版）

◇『

平
成
落
語
論』
瀧
口
雅
仁

著（

講
談
社）

◇『

余
命
一

月

花
嫁』

Ｔ
Ｂ
Ｓ

・

編（
）

◇『

縫

基
礎

基
礎』

水
野
佳
子

著（

文
化
出
版
局）

よ
し
き

の
お
っ
さ
ん

も
か
も

な

に

そ
ろ
そ
ろ

の

が
し
た
い

め
の

カ
ウ
ン
シ
ル

こ
ん
な

じ

よ
う
こ

く
じ
ら

へ
の

お

さ
ん

で

の

は
ぐ
ん
ぐ
ん

び
る

メ
イ
ツ

ヶ

の

イ
ブ
ニ
ン
グ

フ
ァ
イ
ブ

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

き
れ
い
に

う
た
め
の

の

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

俳

句

短

歌

川

柳

し
ろ
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二
十
万
円

桑
野
文
男
様（

矢
又）

一
万
千
六
百
八
十
円

㈲
益
子
建
築
・
㈱
関
東

合
同

様

卒
業
式
典
用
花
木（

束）

笹
沼
正
様（

小
砂）

図
書「

様

卒

業
前

小
景」

友
田
哲
也
様（

馬
頭）

図
書「

東
大

？」

益
子
千
代
美
様（

松
野）

十
万
円

薄
井

昇
様（

健
武）

七
万
円益

子
芳
弘
様（

大
山
田
上
郷）

二
万
円

益
子
和
弘
様（

健
武）

一
万
円

㈲

様

二
万
八
千
四
百
八
十
六
円

那
珂
川
町

連
絡

協
議
会
様

八
千
円

匿
名（

回）

下水道区域内 宅地内 排
水設備工事 行 、町 指定
受 、工事 行

。新 指定 受
場合 、必要 書類 提出 、

申 込 行 下 。
上下水道課 配布

円
随時受 付

指定日 平成 年
月 日

上下水道課下水道係

町 、家庭雑排水 垂 流 等
河川 汚 防 、

合併処理浄化槽 設置 希望
方 、設置費用 一部 補助

。

生活雑排水（台所・風呂・洗濯等）
尿 併 処理 浄

化槽 。

公共下水道事業認可区域及 農業
集落排水事業区域 除 那珂川町内
全域 。

①専用住宅（主 住居 用 供
建物）
②店舗併用住宅（延 面積 分
以上 居住 用 供 建物）

③自治公民館（行政区又 集落 単

位 、自治活動 拠点 集会
用 供 建物）

① 人槽 場合、 円
② 人槽 場合、 円
③ 人槽 場合、 円

上下水道課

役場馬頭庁舎 小川庁舎 、視聴
覚 障害 持 方 対

ー化 促進 、下記
情報支援機器 設置 。
活用 。

○据置型拡大読書器（原稿台 原稿
乗 、 ー 文字 高倍

率 拡大表示 装置）
○音声読書器（原稿台 原稿 乗

、印刷 活字文書 音声
読 上 読書器）
○ＳＰ ー 専用読 取 装置（紙
印刷 ー 読

取 、記録 情報 音声
知 装置）

健康福祉課社会福祉係

馬頭総合福祉 ー 電気温水
器付 対応 （人工
肛門・人工膀胱 方 対応
） 設置 。 活用

。
健康福祉課社会福祉係

小川支所 階 水田協
議会 、今年 月 ＪＡ 南馬
頭支店 階 移転 。

那珂川町水田農業推進
協議会（ＪＡ 南馬頭支店内）

名
月 日～ 月 日

① 歳以上 方 ②県内在住 方
③地域活動 実践 方、
地域活動 意欲 方

④ 歳～ 歳 方 上記②③ 要
件 全 満 、町 推薦
応募

年間（ 月入学 翌
々年 月卒業）

毎週水曜日 時間
無料

栃木県 ー大学校
北校

町 、昨年度 整備 続 ＮＴ
Ｔ 協力 得 、国 補助事
業 移動通信用鉄塔施設 大那
地五輪場地区 整備 。

、 月 日 大那地地区
全域 非常時 携帯電

話 使用 可能 。

なかがわ

フ

ズ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

マ
リ
ア

が
み
て
る

の
ど
こ
が
い
い
の

ア

ム
ズ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

における の
を うには の を

けなければ を うことがで
きません しく を けようと
する は な を し
し みを って さい

で

け け
から

まで

では の れ し
により が れることを ぐため

の を される
に の を してい

ます

とトイレのし を せて する
のことです

び
を く

です

に の に する

べ の の
を の に する

は を

とし の として
の に する

の
の
の

と に
に をお ちの に するバリ

アフリ を するため の
とおり を しました
ぜひご ください

に
を せると モニタ に を
で する

に を せ
ると された を で
み げる

コ ド み り
に されている コ ドを み
り されている を で
らせる

センタ に
オストメイト トイレ

の に したトイ
レ を しました ぜひご く
ださい

にありました
は より なす

に しました

なす

の の
を している また

は に がある
の でも の

を て たし の があれば
できます

から
の

に

シルバ

では の に き
ドコモの を て の
による を

に しました これ
により から の
ほぼ が のときにも
の が になりました

21 10

10

10,000

26
3 31

0287 92 2002

332,000
414,000

10 548,000

0287 92 2002

0287 92 1119

0287 92 1119

0287 92 8180
0287 92 0390

120
30

60

50 59

10

0287 43 9010
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４
１
４

－ －

２
１

５
７

－ －

－ －

－ －

２
４

１

－ －
－ －

６ １ ６

２
９

４

－ －

３

○
福
祉
基
金

○
町
立
小
中
学
校
各
校

○
図
書
館

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
金
庫

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

申請書類
申請手数料
募集期間
指定有効期間

問 合

合併処理浄化槽 ？

交付対象区域 ？

対象 建物 ？

助成 補助金額 ？

問 合

問 合

問 合

問 合

募集定員
募集期間
応募資格

学習年限

学習時間
受講料
問 合

へ

へ

へ

へへ

へ

へ

い わせ

とは

は

となる は

される は

い わせ

い わせ

い わせ

い わせ

い わせ

ー

ー

SP

FAX

下水道排水設備指定工事店
新規申 込 案内

障害者情報支援機器設置
案内

対応
設置 案内

栃木県 ー大学校北校
（矢板市）生徒募集

大那地地区 携帯電話
不感地域 解消 ！

の
し みのご

の
ご

オストメイト トイレ
のご

シルバ

の
が に

合併処理浄化槽設置補助制度
利用

那珂川町水田農業推進協議会
移転

を
ご ください

が
しました



25 広報 平成 年 月 日

月～来年 月
月 日～ 月 日

中華人民共和国
（上海市・浙江省方面）

月 日
青年 ー ー育成部門・

女性 ー ー育成部門 計 名
①青年 ー ー育成部門

…原則満 歳以上 歳未満 男女
（全日制高校生 除 、県外学生
含 ）
②女性 ー ー育成部門…原則 歳
以上 歳未満 女性

円
教育委員会生涯学習課

月 日

○幹部候補生 月 日～ 日
○一般曹候補生 月 日

○幹部候補生 平成 年 月 日現
在 歳以上 歳未満 大学卒業者、
若 歳以上 歳未満 大学卒
業見込 者
○一般曹候補生 平成 年 月 日
現在 歳以上 歳未満 者（高校
年生 除 ）

自衛隊幹部候補生及 一般
曹候補生 応募方法等 下記
連絡 。

自衛隊大田原地域事務
所

毎月第 水曜日
午前 時～正午
地域職業訓練 ー
（大田原市本町 丁目）

遺言 公正証書、土地・
建物 金銭 貸借、離婚給付（養育
費 年金分割 ）、任意後見契約、
尊厳死宣言、会社設立 定款

電話予約 月曜～金曜 午
前 時～午後 時 願 。

大田原公証役場

県北介護研修 ー 、高齢
者介護 福祉用具 上手 活
用法 無料講習会 開催

。

介護 基礎的 知識 技術
科目、延 日間 体系的 学

各 名（先着順）
① 月 日、② 月

日、③ 月 日、④来年 年 月
日 ー ー

介護及 福祉用具 最新情報
体験 通 理解 深 講座

名（先着順）
月 来年 月 間 回開

催 。（第 回目 月 日開催）

複数・小 ー 申 込
随時開催、内容 相談 応 、

回 時間程度
各講座 日程 内容 詳細

申 込 方法等 、 問
合 下 。

県北介護研修 ー
（ ー県
北支所内）

月 日～ 月 日
湯津上館

月曜日（ 月 日 開館 、
月 日 休館日）及 祝日 翌日

月 日（日）
午後 時 分～午後 時

小川館講堂
※講演会終了後、湯津上館 移動

ー ー 行 。
名（参加費無料）

風土記 丘資料館小川館

なかがわ

リ ダ
リ ダ

リ ダ
の

を く を
む

リ ダ
の

で の
しくは の

みの

で の
を く

び
の は までご

ください

センタ

の
や の

や など
の など

は の
までにお いします

センタ では
のコツや の な

などについて を
します

の な や を
べ で に ぶ

スタ トの コ スあり

び の
や を して を める

から までの に
します は

グル プの し み
により は に じ

の や の
や し み については お
い わせ さい

センタ
とちぎいきがいづくりセンタ

は し
が び の

へ し
てギャラリ ト クを います

なす の

21 10

10 28 11

30

18 36

36
55

118,000

0287-96-2116

12

16 17
23

22
22 26

20 22

22
18 27

0287 22 2940

10

9 5

0287 23 0666

10
30

28
11 22 14

30
5 3 7

1 5 29

0287 43 3810

11 28

15
16

26
30

60

0287-96-3366 0287-96-3340
- .

４

８ ２
２

６ １

５

５
５

４ １

４ １

３

－ －

４

１

－ －

５

５ ７ ４
５ １
４

１ ２

－ －

４ ６

６
６

４
１ ４

広報紙 広告 掲載 ？に を しませんか

掲載位置：
：

料 金：

申込期限：

①町 ー ー
掲載位置

料 金
②町営
掲載位置

料 金

各 ー 下一段
縦 ㎜×横 ㎜
色刷 回 円～
ー刷（裏表紙 ） 回 円～

※複数月連続掲載 場合 割引
掲載希望 月 初日 日前
※ 月 日 申 込 場合、 月
号 掲載可

※詳 企画財政課広報広聴係（ ）
問 合 。

： ー 画面 町 指定 位置
：縦 ×横
（ 以内、 形式、 可）
： 月 円～（複数月 場合割引 ）

：車体側面 後面
：縦 ㎝×横 ㎝
： 月 円～（複数月 場合割引 ）

※詳 企画財政課広報広聴係（ ）
問 合 。

ペ ジの

カラ のみ
の は あり

する の の
までに し まれた

から
しくは
までお い わせください

トップペ ジ で の する
ピクセル ピクセル

リンク
ヵ の あり

または

ヵ の あり
しくは

までお い わせください

サ イ ズ
ホ ムペ ジ

サ イ ズ

バス

サ イ ズ

50 88
5,000
10,000

40
4 22

0287 92 1114

50 150
8

10,000

58 97
3,000

0287 92 1114

２ １
１

６

－ －

１

１
－ －

町 ー ー 町営 広告 掲載 ？ホ ムペ ジや バスに を しませんか

KB GIF

地域 活躍 ー ー 目指
新 自分 会 行 ！

研修期間
海外研修日程
研修先

募集期限
募集定員

応募資格

参加費
問 合

受付期限
第一次試験

応募資格

他

問 合

日時

場所

相談方法
相談内容

他

問 合

介護入門 ー
内容

定員
受講開始日

講座
内容

定員

介護案内 ー
内容

他

問 合

○第 回特別展「茂木町 遺跡」
茂木町内 発掘 遺跡 出土

品 通 、人々 豊 自然 利
用 営 、周辺 地域
交流 歴史 紹介 。
展示期間
開催場所
休館日

他
○
日時

講師
場所

定員
申 込 ・問 合

で するリ ダ を し
て しい に いに こう

い わせ

その

い わせ

その

い わせ

コ ス

スポット

コ ス

その

い わせ

の
で された や

を して が かな を
してくらしを み の と
した を します

その

し み い わせ

試験会場 自衛隊栃木地方協力本部は

公証人 面談（要予約）

要入館料（中学生以下 無料）

による

は

18

特別展記念講演会 ー ーとギャラリ ト ク

中村信博氏（日本考古学協会会員）

FAX
E mail:info@nasufudoki com

平成 年度「栃木県次世代人材
事業」 未来
ー 参加者募集

栃木県立 風土記 丘資料館
催

21

2009
づくり とちぎ への
パスポ ト

なす の
の し

自衛隊幹部候補生
及 一般曹候補生募集

大田原公証役場
公正証書（法律）無料相談

平成 年度
介護講座受講生募集

び

の

21



26広報 平成 年 月 日なかがわ 21 10４

「児童館」
4 16 5 15月 日～ 月 日

休のお み

開館時間 午前 時～午後 時

共通： 月 日（水）、 日（木）
月 日（日）、 日（月）、 日（火）

月 日（月）、 日（月）
月 日（水）、 日（月）

月 日（金）、 日（金）
月 日（金）、 日（金）
日（金）

９ ５
０２８７－９６－３１０９

４
５ ３ ４ ５

４
５ ６

４
５ １ ８

日 月 火 水 木 金 土
4/16

5/1

17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

10 11 12 13 14 15

2
4 5 6 7 8 93

チャレンジクッキング

ミニハイキング

どもの の い

の のプレゼントつくり

たのしい と しばいの

ボランティアのおはなし

こどもの

・ 月 日 土 午前 ～
日。

「 」 作 。
・参加費 円
・持 物 ・三角巾 ＊爪 切
・参加申 込 月 日 木

・ 月 日 日 午前 ～
持 出 。

友 誘 参加 。
・参加申 込 月 日 土
・参加費 無料（飲 物 用意 ）
・持 物 、 、 、 袋等
午前 ～ 実施中 、
児童館 利用 。
雨天 時 室内 。

・ 月 日 火 午前 ～
楽 。
参加 。

・参加申 込 月 日 金
・参加費 無料

・ 月 日 日 午前 ～
月 第 日曜日 『母 日』 。

気持 、
。

・参加申 込 月 日 金
・材料費 円

・ 月 日 木 午前 ～
・ 月 日 木 午前 ～
・場所 馬頭図書館 視聴覚室
小 子 会 。
親子 一緒 越 。

・ 月 日 日 午前 ～
・場所 小川公民館 階
・ 月 日 土 午後 ～
・場所 馬頭図書館

昔
絵本 紙 読 。

・ 月 日 木 月 日 火 、第 回
「 読書週間」 。

・今年 標語 、「笑顔 本 中」 。
・ 図書館 越 。

4

4

4

4

5 5

5 1

5
5 2

5 8

4
5 7

4
2

5 9

4 5

25 ( ) 10:00

50

23 ( )

26 ( ) 9:30 11:30

25 ( )

9:30 11:30

( ) 10:00

( )

10 ( ) 10:00

( )
100

16 ( ) 10:30
( ) 10:30

19 ( ) 10:30

( ) 2:00

23 ( ) 12 ( ) 51

もうすぐこどもの
かわいい こいのぼりサンド を りましょう

ち エプロン を ってきてね
し み まで

おやつを ってお かけしよう
だちを って してね

し み まで
み は します

ち おやつ ハンカチ ティッシュ ゴミ
までミニハイキング のため

は できません
の は あそびをします

みんなで しくすごしましょう
たくさんの まっています

し み まで

の は の です
ありがとうの ちをこめて ステキなプレゼントを
つくりましょう

し み まで

さいお さまのためのおはなし です
でご にお しください

じどうしつ
おはなしじょうずなボランティアさんが ばなしの

や しばいを んでくれます

から まで
こどもの です
の は のヒミツは の です

ぜひ にお しください 子 日 集

母 日

絵本 紙 会

婦人 会

第 回「 読書週間」51

今
月

表
紙

の

町
内

中
学
校

月

日、
卒
業
式

開
催

、

名

卒
業
生

同
級
生

学

学

舎

巣
立

。

卒
業
生

、
先
生

在
校

生

中
学
校
生
活

思

出

胸
、

夢

向

大

羽思

。

2

3
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2
7

で
は
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さ
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が

と
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ん
だ
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き
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や
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い

を

に

そ
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れ
の

に

か
っ
て

き
く

ば
た
い
て
い

っ
て
ほ
し
い
と

い
ま
す

19

や

馬頭図書館・小川図書館 休館日の （ ～ ）4/14 5/15

29 30

20 27
11

17 24

15

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日
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三

輪

小
松

正

（
）

三

輪

福
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公

（
）

芳

井

穴
山

冶

（
）

浄
法
寺

※
掲
載

希
望
者

。

月

日～

月

日

受
付
分

敬
称
略

（

氏

名）（

父
母

名）（

住
所）

（

氏

名）
（

年
齢）

（

住
所）

那
珂
川
町
営

肉
加

工
処
理
施
設

月

、

今
後

町
内

道

駅

旅

館

地
元
産

使

料
理

加
工
品

提
供

。

農
作
物

荒

害
獣、

見
直

。

今

約

万

千
年～

千

百
年
前

縄
文
時
代

、

狩

重
要

獲
物

。

縄
文
人

肉

食

料

、

毛
皮

防
寒

敷
物
、

骨

角

釣

針

道
具、

牙
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飾

、

利
用

。

素
早

走

、

鋭

牙

持

捕

、

人
々

狩

道
具

工

夫
、

知
恵

働

。

那
珂
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内

遺
跡

、

槍
先

使

尖
頭
器

弓

矢

石
鏃、
皮

加
工

使

削
器
、

石
錐

石
器

見

。

風
土
記

丘
資
料
館
・
湯

津
上
館

月

日

開
催

第

回
特
別
展「

茂
木
町

遺
跡」

、

動
物

狩

石
器

、「

陥

穴」
展
示

。

陥

穴
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、
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時
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穴
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落
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縄
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狩
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。
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会
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縄
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時
代
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、
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縄
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）

4 1月 日現在 人口の
（住民基本台帳）

男 人（ ）
女 人（ ）
計 人（ ）

世帯数 （ ）

（ ）内 前月 比較

9,785 27
9,776 40
19,561 67
6,056

－
－
－
－2

は との
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－ －春季特別展

歌川広重（
～ ） 、晩年
「名所江戸百景」

（大判 枚揃 安政 年～安政 年改印 版元
：魚屋栄吉） 大作 制作 。 作品
初代広重 枚、二代広重 枚、目録 枚
枚揃 。初代広重 作品制作中 歿

、 生 枚 越
大 ー 。
図 「名所江戸百景 亀戸梅屋舗」 広重
代表作 。場所 亀戸天神 裏 梅園
「清香園」 。広 約 坪、

中 約 本 梅 。中 図 梅
有名 「臥龍梅」 呼 、高 約 ー 、
幹 太 約 ー 、 周囲 蜷局 巻
様 巾 ー 枝 伸 、龍 休

姿 見立 。
構図 近景 枝 ー 、画

面 構成 上 邪魔 思 大
描 。左側 細 柱 上 札 「臥龍
梅」 書 。 作品 見
自由 構図 色彩 感動 模写 。

度 、広重風景画 集大成「名所江戸百景」
前期後期 二期 分 全作品 展示
。 年以上前 日本 四季 楽 下 。

馬頭広重美術館 学芸員 市川信也
前期 月 日（金）～ 月 日（日）
後期 月 日（木）～ 月 日（日）
月 日（日）

広重 「名所江戸百景」
講師：市川 信也（当館学芸員）

※広重 最後 大揃物「名所江戸百景」 画技
確 、新 作風 大胆 構図 通 広重
紹介 。広重 作品 描 江戸 年
後 都市 変貌 今日 東京 姿 写真 比較

。

午後 時 分～ 当館学芸員
前期 月 日（土） 後期 月 日（土）

午前 時 分～午後 時
（ 入館 時 分 ）
大 人 円（ 円）
高・大学生 円（ 円）
小・中学生 円 （ 円）

※平成 年 月 町内 小中学生 、入館料
無料 。
※（ ） 名以上 団体料金。 歳以上、小学
生未満 無料。障害者手帳 持 方・付 添

名 半額。

1797
1858

120

118 1
20

120

3600
300

1.6
11

150

17 17
21 21

10

150

30
18 23

30
30
700 630
400 360
100 90

21

20 70

は
に

の を しました この は
が が の

いです はこの に し
てしまいますが もし きていたら を え
た シリ ズになったといわれています

は という
の です は の にあった
で といいます さが その
に の がありました でも の は
で と ばれ さ メ トル
の さ メ トル その を を く
に から メ トルの が び が んで

いる に てました
は の をクロ ズアップしたため

を する で ではないか うほど きく
いています の い の の には
と かれています この を たゴッホは
な や に し したといわれます
この は の
を の に けて を いたしま
す の の をお しみ さい

と について

の の の の
かさ しい や な を して を
します の に かれた と

の に した の の を で
します

まで
ただし は まで

から の は が
になりました

は の
は をお ちの き

い は

3 5

1 1

3

9

4 5
5 6

5

1
4 5

9 5
4

4

1

ぼっ

がりゅうばい

と ぐ ろ

【会 期】

【 】

【 ー ー （展示解説）】

【開館時間】

【入 館 料】

記念講演会

ミュ ジアムト ク

歌
川
広
重「

名
所
江
戸
百
景

亀
戸
梅
屋
舗」


